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Johannis de Rijke の日本語表示については、

かつては「ヨハネス・デ・レーケ」と呼ばれていましたが、

「ＫＩＳＳＯ」では、現在多く使われている「ヨハニス・デ・

レイケ」と表記しています。

表紙写真 

　『丸山ダム』
　昭和 29 年の春に完成した丸山ダムは、高さ
98.2 メートル、長さ 260 メートル、総貯水
量 7,952 万トンに達し、発電はもちろん、洪
水調節の役目も果たす多目的ダムです。
　四季の美しさは群を抜く素晴らしさで、春の
桜、初夏の新緑、秋の紅葉には沢山の観光客が
訪れます。

提供：八百津町役場タウンプロモーション室

　ＫＩＳＳＯは、創刊号からの全てが木

曽川下流河川事務所のホームページより

ダウンロードできます。

ＫＩＳＳＯのデザイン・レイア
ウトをリニューアルしました。

　101号から、多くの読者のみなさま

に、より親しみやすくなるよう、表紙の

デザインと記事のレイアウト構成を変更

しました。

　地域の治水・利水は、現在建設工事が

進む新丸山ダムの概要について紹介しま

した。

　歴史記録は、「中部地方の河川遺産」

の三回目として、愛西市にその一部が現

存する梶島猿尾（鼻毛猿尾）の歴史につ

いて掲載しました。

蛇
　
ヶ
　
谷
　
（

八
百
津
町
）

　
八
百
津
町
の
北
端
、
七
宗
村
と
隣
接
し
て

い
る
山
の
中
に
、
人
家
も
僅
か
し
か
な
い
小

さ
な
集
落
が
あ
り
ま
す
。
昔
、
と
て
も
雨
の

少
な
い
年
が
あ
り
、
畑
の
作
物
は
枯
死
寸
前

で
、
困
り
は
て
た
村
の
人
々
は
神
社
に
集
ま

り
、
雨
乞
い
を
行
い
ま
し
た
。
す
る
と
、「
明

日
一
日
、
ど
こ
の
家
で
も
洗
濯
を
し
な
け
れ

ば
、
雨
を
降
ら
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
」
と
い

う
神
様
の
お
告
げ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を

聞
い
た
人
々
は
、
「
な
ん
と
も
容
易
い
守
り

事
で
あ
ろ
う
か
」
と
互
い
に
喜
び
あ
っ
て
そ

れ
ぞ
れ
家
に
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
五
兵
衛
と
い
う
男
だ
け
は
、
用
事
が
あ
っ
た
の
で
、
寄
り
道
を
し
て
夜
遅

く
に
家
に
帰
り
ま
し
た
。
疲
れ
て
い
た
の
で
、
昼
間
の
雨
乞
い
の
こ
と
も
神
様
の
お
告

げ
の
こ
と
も
妻
に
話
さ
ず
、
そ
の
ま
ま
寝
て
し
ま
い
ま
し
た
。
翌
朝
、
目
を
覚
ま
し
た

五
兵
衛
の
耳
に
、
裏
の
井
戸
端
で
洗
濯
を
す
る
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
は
っ
と
気

が
つ
い
た
五
兵
衛
は
、
寝
床
か
ら
飛
び
出
し
て
井
戸
端
に
駆
け
つ
け
、
自
分
が
伝
え
忘

れ
た
こ
と
に
も
思
い
い
た
ら
ず
、
妻
を
叱
り
飛
ば
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
改
め
て
、
雨
乞
い
の
神
様
の
お
告
げ
の
話
を
聞
い
た
妻
は
、
夫
の
理
不
尽

を
恨
み
つ
つ
、
村
の
人
達
へ
顔
向
け
が
で
き
な
い
と
、
近
く
の
池
に
身
を
投
げ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
身
は
蛇
と
な
っ
て
雲
を
呼
ん
で
昇
天
し
、
大
雨
を
降
ら
せ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
れ
か
ら
こ
の
地
は
蛇
ヶ
谷
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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「
木
曽
式
伐
木
運
材
法
」に
お
け
る

錦
織
綱
場
の
役
割

　
岐
阜
県
加
茂
郡
八
百
津
町
に
は
か
つ
て
、
全
国

一
を
誇
る
綱
場
で
あ
る
錦
織
綱
場
が
あ
り
ま
し

た
。
綱
場
は
、
運
材
河
川
の
要
所
に
頑
丈
な
綱
を

張
っ
て
流
れ
て
く
る
木
材
を
せ
き
止
め
、
集
め
て

お
く
施
設
で
す
。
木
曽
山
で
伐
採
さ
れ
た
木
材

は
、
一
本
ず
つ
谷
川
か
ら
木
曽
川
本
流
を
下
さ

れ
、
錦
織
綱
場
で
留
め
置
か
れ
た
後
、
筏
に
組
ま

れ
さ
ら
に
下
流
へ
と
流
送
さ
れ
ま
し
た
。

　
綱
場
の
大
き
な
役
割
は
、
流
失
材
の
削
減
で
し

た
。
木
材
の
河
川
流
送
は
、
大
量
輸
送
が
容
易
で
、

固
定
資
本
が
少
な
く
低
コ
ス
ト
で
運
用
で
き
ま
し

た
が
、
増
水
時
に
大
量
の
木
材
が
流
失
す
る
難
点

が
あ
り
ま
し
た
。
流
失
が
生
じ
た
場
合
、
下
流
河

岸
に
漂
着
す

る
の
は
八
割

ほ
ど
で
、
残

り
は
海
に
流

出
し
た
と
い

わ
れ
、
そ
の

削
減
は
、
運

材
事
業
全
体

の
成
否
を
左

右
す
る
重
要

事
項
で
し
た
。

そ
こ
で
、
綱

場
で
繋
留
す
る
こ
と
で
増
水
に
対
応
し
、
筏
に
組

む
こ
と
で
散
逸
を
防
ぎ
ま
し
た
。

　
錦
織
綱
場
の
開
設
時
期
は
鎌
倉
時
代
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
豊
臣
秀
吉
の
時
代
ま
で
は
、
綱
場

の
本
綱
は
単
に
一
定
流
下
材
の
阻
止
を
目
的
と
し

臨
機
に
架
設
さ
れ
た
も
の
で
、
筏
に
組
む
筏
場
は

い
く
つ
か
の
場
所
に
散
在
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
木
曽
材
の
出
材
量
が
増
加
す
る
に
従
い
、
木

材
保
安
機
能
の
向
上
が
図
ら
れ
、
綱
場
と
筏
場
の

併
合
が
進
み
ま
し
た
。
江
戸
時
代
初
期
の
万
治
・

寛
文
年
間
に
は
、
年
平
均
六
八
万
本
余
（
六
割
は

榑
木
）
の
木

材
を
処
理
で

き
る
規
模
ま

で
拡
大
し
て

い
ま
す
。

　
綱
場
の
も

う
一
つ
の
役

割
は
徴
税
機

能
で
し
た
。

錦
織
綱
場
に

つ
い
て
の
記

る
集
落
が
存
在
す
る
こ
と
な
ど
の
条
件
を
満
た
し

て
い
た
こ
と
も
要
因
で
し
た
。

　
尾
張
藩
経
営
に
な
っ
て
か
ら
の
錦
織
綱
場
の
基

本
的
構
造
は
、
本
綱
・
手
安
綱
・
控
綱
と
補
助
施

設
と
し
て
の
杭
所
か
ら
成
り
た
っ
て
い
ま
し
た
。

本
綱
は
四
筋
あ
り
、
木
曽
川
の
水
量
が
安
定
す
る

秋
の
彼
岸
頃
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
綱
場
に
張
り

ま
し
た
。
白
口
藤
蔓
を
材
料
と
し
、
長
さ
二
〇
八

間
（
約
三
七
七
メ
ー
ト
ル
）
・
直
径
は
一
尺
（
約

三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
で
、
上
流
の
綱
株
岩
（
通

称
赤
岩
）
と
下
流
の
綱
株
（
ヒ
ノ
キ
杭
）
の
間
を

渡
し
ま
し
た
。
本
綱
を
張
っ
て
岸
に
繋
ぎ
と
め
る

手
安
綱
は
、
麻
ま
た
は
シ
ュ
ロ
製
で
、
長
さ
六
十

～
九
十
間
（
約
一
〇
〇
～
一
六
〇
メ
ー
ト
ル
）
・

直
径
三
寸
（
約
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
で
し
た
。

控
綱
は
、
流
材
の
流
下
阻
止
と
筏
を
組
む
場
所
の

た
め
に
張
ら
れ
ま
す
。

　
筏
は
本
綱
を
ま
た
い
だ
下
流
で
組
ま
れ
ま
す
。

本
綱
の
上
に
数
本
の
丸
太
を
乗
せ
綱
を
沈
下
さ
せ

て
、
選
出
し
た
木
材
を
綱
の
上
を
下
流
側
に
引
き

出
し
て
、
水
上
で
筏
に
し
ま
す
。

　
杭
所
は
、
本
綱
の
末
端
の
河
原
に
、
丸
太
を
杭

打
ち
し
て
囲
っ
た
広
さ
一
町
五
反
（
一
五
，
〇
〇

〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）
ほ
ど
の
馬
蹄
形
の
敷
地
で
、

増
水
時
に
は
こ
こ
へ
木
材
を
誘
導
し
て
流
失
を
防

ぎ
ま
し
た
。
杭
所
に
入
り
込
ん
だ
木
材
は
木
曽
川

の
水
量
が
減
っ
て
か
ら
人
夫
に
よ
っ
て
運
び
出
さ

れ
ま
し
た
。

時
に
は
、
杭

所
の
中
央
に

谷
川
の
水
を

引
い
て
堀
を

つ
く
り
、
そ

の
中
に
木
材

を
転
が
し
て

運
ん
だ
そ
う

で
す
。
ま
た
、

杭
所
に
流
れ

録
は
、
応
永
二
十
九
（
一
四
二
二
）
年
の
円
覚
寺

文
書
に
「
河
上
関
」
（
錦
織
河
上
の
関
を
指
す
）

と
あ
る
の
が
初
見
と
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
河
上
関

は
木
材
運
上
（
通
行
税
）
の
徴
収
と
綱
場
の
管
理

経
営
を
目
的
と
し
た
機
関
で
し
た
。
弘
治
元
（
一

五
五
五
）
年
斉
藤
道
三
の
伊
勢
遷
宮
材
過
書
状
に

は
「
河
上
諸
役
所
中
」
と
宛
名
書
が
あ
り
ま
す
が
、

当
時
は
綱
場
と
筏
場
の
管
轄
役
所
が
分
立
し
て
お

り
、
綱
場
使
用
料
と
運
上
を
そ
れ
ぞ
れ
の
役
所
で

徴
収
し
て
い
ま
し
た
。
豊
臣
秀
吉
は
、
そ
れ
ま
で

錦
織
綱
場
で
十
本
に
一
本
、
下
麻
生
湊
で
六
本
に

一
本
で
あ
っ
た
運
上
を
廃
止
し
て
い
ま
す
。

　
寛
文
五
（
一
六
六
五
）
年
木
曽
山
の
経
営
が
尾

張
藩
の
直
轄

に
な
る
と
、

錦
織
綱
場
に

は
錦
織
材
木

役
所
（
長
は

錦
織
材
木
奉

行
）
が
置
か

れ
、
旧
来
の

商
・
民
材
に

対
す
る
運
上

徴
収
と
綱
場

の
管
理
に
加
え
、
上
流
の
田
立
・
山
口
以
下
の
川

番
所
の
支
配
、
綱
場
に
お
け
る
木
材
の
保
安
、
筏

送
り
の
調
節
な
ど
、
木
曽
川
運
材
の
統
制
に
関
す

る
一
切
の
業
務
を
管
掌
し
ま
し
た
。

綱
場
の
形
態
と
運
用

　
綱
場
は
、
単
材
流
送
か
ら
筏
流
送
に
切
り
替
え

る
、
河
川
運
材
の
な
か
で
も
極
め
て
重
要
な
地
点

で
す
。
錦
織
が
木
曽
川
に
お
い
て
そ
の
役
割
を

担
っ
て
き
た
地
理
的
要
因
に
は
、
河
川
の
水
量
・

水
深
に
つ
い
て
筏
流
送
が
可
能
と
な
る
上
流
端
で

あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
資
材
の

集
荷
に
便
利
で
あ
る
こ
と
、
労
働
力
を
提
供
で
き

込
ん
で
堆
積
し
た
土
砂
・
岩
石
を
取
り
除
く
作
業

が
、
本
綱
張
り
作
業
が
終
わ
る
頃
か
ら
行
わ
れ
ま

し
た
。
大
量
の
土
砂
な
ど
を
杭
所
の
そ
と
に
運
び

出
す
作
業
に
は
多
く
の
人
夫
が
必
要
で
し
た
。

　
綱
場
の
基
本
的
な
形
態
は
、
明
治
以
降
も
変
わ

り
ま
せ
ん
が
、
明
治
三
十
三
（
一
九
〇
〇
）
年
に

資
材
や
構
造
物
に
近
代
的
な
改
良
が
加
え
ら
れ
ま

し
た
。
切
断
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
本
綱
・
手
安
綱

の
鋼
鉄
索
条
化
、
綱
株
岩
結
束
点
に
鉄
製
装
置
を

取
り
付
け
、
下
流
綱
株
を
ヒ
ノ
キ
か
ら
コ
ン
ク

リ
ー
ト
杭
に
変
更
、
杭
所
の
杭
の
石
材
化
と
石
堤

の
建
造
、
杭
所
内
に
水
路
構
築
な
ど
多
岐
に
わ

た
っ
て
改
良
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

木
曽
川
運
材
の
終
焉
と

錦
織
綱
場
跡

　
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
、

錦
織
綱
場
は
名
古
屋
藩
に
受
け
継
が
れ
、
後
に
笠

松
県
（
後
に
岐
阜
県
）
の
直
轄
と
な
り
ま
し
た
。

当
初
は
官
行
伐
採
事
業
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
、

同
五
（
一
八
七
二
）
年
に
民
間
に
払
い
下
げ
ら
れ

ま
し
た
が
、
同
九
（
一
八
七
六
）
年
、
官
行
伐
採

事
業
計
画
の
一
環
と
し
て
国
が
買
い
戻
し
、
錦
織

綱
場
は
再
び
木
曽
川
運
材
の
拠
点
と
な
り
ま
し
た
。

　
巨
費
を
投
じ
て
綱
場
の
施
設
改
良
が
進
め
ら
れ

る
な
ど
、
官
営
伐
採
量
は
増
加
し
て
い
ま
し
た

が
、
明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
の
中
央
線
全

面
開
通
と
森
林
鉄
道
の
整
備
に
よ
っ
て
、
木
曽
材

の
運
送
は
流
送
か
ら
早
く
て
流
失
の
心
配
の
な
い

鉄
道
輸
送
に
移
行
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
加
え
て
、
木
曽
川
は
落
差
・
水
量
に
恵
ま
れ
、

河
床
が
硬
い
花
崗
岩
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
水
力
発

電
に
最
適
な
河
川
で
、
相
次
い
で
発
電
所
が
建
設

さ
れ
ま
し
た
。
明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
に

木
曽
川
最
初
の
本
格
的
発
電
所
・
八
百
津
発
電
所

が
完
成
、
続
い
て
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
に
賤

母
発
電
所
（
中
津
川
市
）
、
同
十
年
に
大
桑
発
電
所

■
参
考
資
料

　
『
八
百
津
町
史
　

通
史
編
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
一
年
　
八
百
津
町

　
『
日
本
地
名
大
辞
典
・
岐
阜
県
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
五
年
　
角
川
書
店

　
『
錦
織
綱
場
　

木
曽
川
筏
流
送
の
歴
史
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
二
十
年
　
八
百
津
町

　
木
材
の
河
川
流
送
で
は
、
流
失
材
の
削
減
が
重
要

で
、
綱
場
は
そ
の
た
め
の
木
材
貯
留
施
設
で
し
た
。
錦

織
綱
場
は
、
全
国
一
の
規
模
を
誇
っ
た
綱
場
で
、
そ
の

起
源
は
鎌
倉
時
代
ま
で
遡
る
と
い
わ
れ
、
江
戸
時
代
に

は
尾
張
藩
の
木
曽
山
経
営
の
拠
点
と
し
て
繁
栄
し
ま
し

た
。

　
明
治
に
入
っ
て
か
ら
も
、
木
曽
川
の
木
材
流
送
は
盛

ん
で
、
錦
織
綱
場
は
引
き
続
き
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

き
ま
し
た
が
、
や
が
て
木
材
輸
送
は
鉄
道
に
切
り
替
え

ら
れ
て
い
き
、
綱
場
は
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
に

廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

錦織綱場の機能と形態

（
長
野
県
大
桑
村
）
、
同
十
一
年
に
は
須
原
発
電

所
（
大
桑
村
）
が
送
電
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
に
は
木
曽
川
・
付

知
川
合
流
点
の
下
流
（
恵
那
市
大
井
町
）
に
全
国

初
の
ダ
ム
式
発
電
所
建
設
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

れ
ま
で
の
水
路
式
発
電
所
と
違
い
川
を
完
全
に
分

断
す
る
ダ
ム
の
建
設
に
よ
っ
て
、
木
曽
川
運
材
は

不
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
民
間
材
の
流
送

は
こ
れ
よ
り
下
流
域
で
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）

年
ま
で
行
わ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
錦
織
綱
場
は
、
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
一

月
に
廃
止
と
な
り
、
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
に

不
要
存
地
決
定
の
の
ち
処
分
と
い
う
経
過
を
た
ど

り
、
長
い
歴
史
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
綱
場
の
あ
っ

た
場
所
は
、
旧
八
百
津
発
電
所
資
料
館
・
丸
山
発

電
所
の
少
し
上
流
辺
り
で
、
錦
織
地
方
役
所
な
ど

の
施
設
は
左
岸
側
に
あ
り
ま
し
た
。
現
在
、
役
所

跡
に
は
往
時
の
繁
栄
を
知
る
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
の
木

が
残
り
、
町
の
天
然
記
念
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

上
流
の
蘇
水
峡
橋
か
ら
川
上
を
望
む
と
、
水
位
の

下
が
っ
た
時
に
は
本
綱
を
張
っ
た
綱
株
岩
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ば
　

て
い
け
い

　

か
　

こ
う

が
ん

さ
く
じ
ょ
う

け
い
り
ゅ
う

か
ん

ぶ
ん

く
れ
　

き
　

こ
う
　

じ
　

ま
ん
　

じ
　

　

そ
　

す
い
き
ょ
う

に
し

こ
お
り

お
う

え
い

ふ
じ

つ
る

し
ず

　

も
　

木曽川（錦織綱場跡）

八百津

�����図

綱場

<出典 :錦織綱場～木曽川筏流送の歴史 >

杭所

<出典 :錦織綱場～木曽川筏流送の歴史 >錦織地方役所跡のクロガネモチ

錦織綱場の図

<出典 :錦織綱場～木曽川筏流送の歴史 >

蘇水峡橋から下流を望む

八百津町
役場●∴

旧八百津発電所
資料館

錦織綱場跡辺り

旧八百津発電所
資料館

諸田公園

丸山発電所
錦織綱場跡辺り

蘇水峡橋
錦織地方
役所跡
錦織地方
役所跡

八百津橋

蘇
水
峡

丸山ダム展望台
丸山ダム 蘇水湖

人道の丘公園

418

418

●∴

●∴●∴ ●∴
●∴

木曽
川
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地域の歴史地域の歴史
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「
木
曽
式
伐
木
運
材
法
」に
お
け
る

錦
織
綱
場
の
役
割

　
岐
阜
県
加
茂
郡
八
百
津
町
に
は
か
つ
て
、
全
国

一
を
誇
る
綱
場
で
あ
る
錦
織
綱
場
が
あ
り
ま
し

た
。
綱
場
は
、
運
材
河
川
の
要
所
に
頑
丈
な
綱
を

張
っ
て
流
れ
て
く
る
木
材
を
せ
き
止
め
、
集
め
て

お
く
施
設
で
す
。
木
曽
山
で
伐
採
さ
れ
た
木
材

は
、
一
本
ず
つ
谷
川
か
ら
木
曽
川
本
流
を
下
さ

れ
、
錦
織
綱
場
で
留
め
置
か
れ
た
後
、
筏
に
組
ま

れ
さ
ら
に
下
流
へ
と
流
送
さ
れ
ま
し
た
。

　
綱
場
の
大
き
な
役
割
は
、
流
失
材
の
削
減
で
し

た
。
木
材
の
河
川
流
送
は
、
大
量
輸
送
が
容
易
で
、

固
定
資
本
が
少
な
く
低
コ
ス
ト
で
運
用
で
き
ま
し

た
が
、
増
水
時
に
大
量
の
木
材
が
流
失
す
る
難
点

が
あ
り
ま
し
た
。
流
失
が
生
じ
た
場
合
、
下
流
河

岸
に
漂
着
す

る
の
は
八
割

ほ
ど
で
、
残

り
は
海
に
流

出
し
た
と
い

わ
れ
、
そ
の

削
減
は
、
運

材
事
業
全
体

の
成
否
を
左

右
す
る
重
要

事
項
で
し
た
。

そ
こ
で
、
綱

場
で
繋
留
す
る
こ
と
で
増
水
に
対
応
し
、
筏
に
組

む
こ
と
で
散
逸
を
防
ぎ
ま
し
た
。

　
錦
織
綱
場
の
開
設
時
期
は
鎌
倉
時
代
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
豊
臣
秀
吉
の
時
代
ま
で
は
、
綱
場

の
本
綱
は
単
に
一
定
流
下
材
の
阻
止
を
目
的
と
し

臨
機
に
架
設
さ
れ
た
も
の
で
、
筏
に
組
む
筏
場
は

い
く
つ
か
の
場
所
に
散
在
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
木
曽
材
の
出
材
量
が
増
加
す
る
に
従
い
、
木

材
保
安
機
能
の
向
上
が
図
ら
れ
、
綱
場
と
筏
場
の

併
合
が
進
み
ま
し
た
。
江
戸
時
代
初
期
の
万
治
・

寛
文
年
間
に
は
、
年
平
均
六
八
万
本
余
（
六
割
は

榑
木
）
の
木

材
を
処
理
で

き
る
規
模
ま

で
拡
大
し
て

い
ま
す
。

　
綱
場
の
も

う
一
つ
の
役

割
は
徴
税
機

能
で
し
た
。

錦
織
綱
場
に

つ
い
て
の
記

る
集
落
が
存
在
す
る
こ
と
な
ど
の
条
件
を
満
た
し

て
い
た
こ
と
も
要
因
で
し
た
。

　
尾
張
藩
経
営
に
な
っ
て
か
ら
の
錦
織
綱
場
の
基

本
的
構
造
は
、
本
綱
・
手
安
綱
・
控
綱
と
補
助
施

設
と
し
て
の
杭
所
か
ら
成
り
た
っ
て
い
ま
し
た
。

本
綱
は
四
筋
あ
り
、
木
曽
川
の
水
量
が
安
定
す
る

秋
の
彼
岸
頃
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
綱
場
に
張
り

ま
し
た
。
白
口
藤
蔓
を
材
料
と
し
、
長
さ
二
〇
八

間
（
約
三
七
七
メ
ー
ト
ル
）
・
直
径
は
一
尺
（
約

三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
で
、
上
流
の
綱
株
岩
（
通

称
赤
岩
）
と
下
流
の
綱
株
（
ヒ
ノ
キ
杭
）
の
間
を

渡
し
ま
し
た
。
本
綱
を
張
っ
て
岸
に
繋
ぎ
と
め
る

手
安
綱
は
、
麻
ま
た
は
シ
ュ
ロ
製
で
、
長
さ
六
十

～
九
十
間
（
約
一
〇
〇
～
一
六
〇
メ
ー
ト
ル
）
・

直
径
三
寸
（
約
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
で
し
た
。

控
綱
は
、
流
材
の
流
下
阻
止
と
筏
を
組
む
場
所
の

た
め
に
張
ら
れ
ま
す
。

　
筏
は
本
綱
を
ま
た
い
だ
下
流
で
組
ま
れ
ま
す
。

本
綱
の
上
に
数
本
の
丸
太
を
乗
せ
綱
を
沈
下
さ
せ

て
、
選
出
し
た
木
材
を
綱
の
上
を
下
流
側
に
引
き

出
し
て
、
水
上
で
筏
に
し
ま
す
。

　
杭
所
は
、
本
綱
の
末
端
の
河
原
に
、
丸
太
を
杭

打
ち
し
て
囲
っ
た
広
さ
一
町
五
反
（
一
五
，
〇
〇

〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）
ほ
ど
の
馬
蹄
形
の
敷
地
で
、

増
水
時
に
は
こ
こ
へ
木
材
を
誘
導
し
て
流
失
を
防

ぎ
ま
し
た
。
杭
所
に
入
り
込
ん
だ
木
材
は
木
曽
川

の
水
量
が
減
っ
て
か
ら
人
夫
に
よ
っ
て
運
び
出
さ

れ
ま
し
た
。

時
に
は
、
杭

所
の
中
央
に

谷
川
の
水
を

引
い
て
堀
を

つ
く
り
、
そ

の
中
に
木
材

を
転
が
し
て

運
ん
だ
そ
う

で
す
。
ま
た
、

杭
所
に
流
れ

録
は
、
応
永
二
十
九
（
一
四
二
二
）
年
の
円
覚
寺

文
書
に
「
河
上
関
」
（
錦
織
河
上
の
関
を
指
す
）

と
あ
る
の
が
初
見
と
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
河
上
関

は
木
材
運
上
（
通
行
税
）
の
徴
収
と
綱
場
の
管
理

経
営
を
目
的
と
し
た
機
関
で
し
た
。
弘
治
元
（
一

五
五
五
）
年
斉
藤
道
三
の
伊
勢
遷
宮
材
過
書
状
に

は
「
河
上
諸
役
所
中
」
と
宛
名
書
が
あ
り
ま
す
が
、

当
時
は
綱
場
と
筏
場
の
管
轄
役
所
が
分
立
し
て
お

り
、
綱
場
使
用
料
と
運
上
を
そ
れ
ぞ
れ
の
役
所
で

徴
収
し
て
い
ま
し
た
。
豊
臣
秀
吉
は
、
そ
れ
ま
で

錦
織
綱
場
で
十
本
に
一
本
、
下
麻
生
湊
で
六
本
に

一
本
で
あ
っ
た
運
上
を
廃
止
し
て
い
ま
す
。

　
寛
文
五
（
一
六
六
五
）
年
木
曽
山
の
経
営
が
尾

張
藩
の
直
轄

に
な
る
と
、

錦
織
綱
場
に

は
錦
織
材
木

役
所
（
長
は

錦
織
材
木
奉

行
）
が
置
か

れ
、
旧
来
の

商
・
民
材
に

対
す
る
運
上

徴
収
と
綱
場

の
管
理
に
加
え
、
上
流
の
田
立
・
山
口
以
下
の
川

番
所
の
支
配
、
綱
場
に
お
け
る
木
材
の
保
安
、
筏

送
り
の
調
節
な
ど
、
木
曽
川
運
材
の
統
制
に
関
す

る
一
切
の
業
務
を
管
掌
し
ま
し
た
。

綱
場
の
形
態
と
運
用

　
綱
場
は
、
単
材
流
送
か
ら
筏
流
送
に
切
り
替
え

る
、
河
川
運
材
の
な
か
で
も
極
め
て
重
要
な
地
点

で
す
。
錦
織
が
木
曽
川
に
お
い
て
そ
の
役
割
を

担
っ
て
き
た
地
理
的
要
因
に
は
、
河
川
の
水
量
・

水
深
に
つ
い
て
筏
流
送
が
可
能
と
な
る
上
流
端
で

あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
資
材
の

集
荷
に
便
利
で
あ
る
こ
と
、
労
働
力
を
提
供
で
き

込
ん
で
堆
積
し
た
土
砂
・
岩
石
を
取
り
除
く
作
業

が
、
本
綱
張
り
作
業
が
終
わ
る
頃
か
ら
行
わ
れ
ま

し
た
。
大
量
の
土
砂
な
ど
を
杭
所
の
そ
と
に
運
び

出
す
作
業
に
は
多
く
の
人
夫
が
必
要
で
し
た
。

　
綱
場
の
基
本
的
な
形
態
は
、
明
治
以
降
も
変
わ

り
ま
せ
ん
が
、
明
治
三
十
三
（
一
九
〇
〇
）
年
に

資
材
や
構
造
物
に
近
代
的
な
改
良
が
加
え
ら
れ
ま

し
た
。
切
断
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
本
綱
・
手
安
綱

の
鋼
鉄
索
条
化
、
綱
株
岩
結
束
点
に
鉄
製
装
置
を

取
り
付
け
、
下
流
綱
株
を
ヒ
ノ
キ
か
ら
コ
ン
ク

リ
ー
ト
杭
に
変
更
、
杭
所
の
杭
の
石
材
化
と
石
堤

の
建
造
、
杭
所
内
に
水
路
構
築
な
ど
多
岐
に
わ

た
っ
て
改
良
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

木
曽
川
運
材
の
終
焉
と

錦
織
綱
場
跡

　
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
、

錦
織
綱
場
は
名
古
屋
藩
に
受
け
継
が
れ
、
後
に
笠

松
県
（
後
に
岐
阜
県
）
の
直
轄
と
な
り
ま
し
た
。

当
初
は
官
行
伐
採
事
業
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
、

同
五
（
一
八
七
二
）
年
に
民
間
に
払
い
下
げ
ら
れ

ま
し
た
が
、
同
九
（
一
八
七
六
）
年
、
官
行
伐
採

事
業
計
画
の
一
環
と
し
て
国
が
買
い
戻
し
、
錦
織

綱
場
は
再
び
木
曽
川
運
材
の
拠
点
と
な
り
ま
し
た
。

　
巨
費
を
投
じ
て
綱
場
の
施
設
改
良
が
進
め
ら
れ

る
な
ど
、
官
営
伐
採
量
は
増
加
し
て
い
ま
し
た

が
、
明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
の
中
央
線
全

面
開
通
と
森
林
鉄
道
の
整
備
に
よ
っ
て
、
木
曽
材

の
運
送
は
流
送
か
ら
早
く
て
流
失
の
心
配
の
な
い

鉄
道
輸
送
に
移
行
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
加
え
て
、
木
曽
川
は
落
差
・
水
量
に
恵
ま
れ
、

河
床
が
硬
い
花
崗
岩
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
水
力
発

電
に
最
適
な
河
川
で
、
相
次
い
で
発
電
所
が
建
設

さ
れ
ま
し
た
。
明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
に

木
曽
川
最
初
の
本
格
的
発
電
所
・
八
百
津
発
電
所

が
完
成
、
続
い
て
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
に
賤

母
発
電
所
（
中
津
川
市
）
、
同
十
年
に
大
桑
発
電
所

■
参
考
資
料

　
『
八
百
津
町
史
　

通
史
編
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
一
年
　
八
百
津
町

　
『
日
本
地
名
大
辞
典
・
岐
阜
県
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
五
年
　
角
川
書
店

　
『
錦
織
綱
場
　

木
曽
川
筏
流
送
の
歴
史
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
二
十
年
　
八
百
津
町

　
木
材
の
河
川
流
送
で
は
、
流
失
材
の
削
減
が
重
要

で
、
綱
場
は
そ
の
た
め
の
木
材
貯
留
施
設
で
し
た
。
錦

織
綱
場
は
、
全
国
一
の
規
模
を
誇
っ
た
綱
場
で
、
そ
の

起
源
は
鎌
倉
時
代
ま
で
遡
る
と
い
わ
れ
、
江
戸
時
代
に

は
尾
張
藩
の
木
曽
山
経
営
の
拠
点
と
し
て
繁
栄
し
ま
し

た
。

　
明
治
に
入
っ
て
か
ら
も
、
木
曽
川
の
木
材
流
送
は
盛

ん
で
、
錦
織
綱
場
は
引
き
続
き
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

き
ま
し
た
が
、
や
が
て
木
材
輸
送
は
鉄
道
に
切
り
替
え

ら
れ
て
い
き
、
綱
場
は
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
に

廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

錦織綱場の機能と形態

（
長
野
県
大
桑
村
）
、
同
十
一
年
に
は
須
原
発
電

所
（
大
桑
村
）
が
送
電
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
に
は
木
曽
川
・
付

知
川
合
流
点
の
下
流
（
恵
那
市
大
井
町
）
に
全
国

初
の
ダ
ム
式
発
電
所
建
設
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

れ
ま
で
の
水
路
式
発
電
所
と
違
い
川
を
完
全
に
分

断
す
る
ダ
ム
の
建
設
に
よ
っ
て
、
木
曽
川
運
材
は

不
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
民
間
材
の
流
送

は
こ
れ
よ
り
下
流
域
で
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）

年
ま
で
行
わ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
錦
織
綱
場
は
、
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
一

月
に
廃
止
と
な
り
、
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
に

不
要
存
地
決
定
の
の
ち
処
分
と
い
う
経
過
を
た
ど

り
、
長
い
歴
史
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
綱
場
の
あ
っ

た
場
所
は
、
旧
八
百
津
発
電
所
資
料
館
・
丸
山
発

電
所
の
少
し
上
流
辺
り
で
、
錦
織
地
方
役
所
な
ど

の
施
設
は
左
岸
側
に
あ
り
ま
し
た
。
現
在
、
役
所

跡
に
は
往
時
の
繁
栄
を
知
る
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
の
木

が
残
り
、
町
の
天
然
記
念
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

上
流
の
蘇
水
峡
橋
か
ら
川
上
を
望
む
と
、
水
位
の

下
が
っ
た
時
に
は
本
綱
を
張
っ
た
綱
株
岩
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ば
　

て
い
け
い

　

か
　

こ
う

が
ん

さ
く
じ
ょ
う

け
い
り
ゅ
う

か
ん

ぶ
ん

く
れ
　

き
　

こ
う
　

じ
　

ま
ん
　

じ
　

　

そ
　

す
い
き
ょ
う

に
し

こ
お
り

お
う

え
い

ふ
じ

つ
る

し
ず

　

も
　

木曽川（錦織綱場跡）

八百津

�����図

綱場

<出典 :錦織綱場～木曽川筏流送の歴史 >

杭所

<出典 :錦織綱場～木曽川筏流送の歴史 >錦織地方役所跡のクロガネモチ

錦織綱場の図

<出典 :錦織綱場～木曽川筏流送の歴史 >

蘇水峡橋から下流を望む

八百津町
役場●∴

旧八百津発電所
資料館

錦織綱場跡辺り

旧八百津発電所
資料館

諸田公園

丸山発電所
錦織綱場跡辺り

蘇水峡橋
錦織地方
役所跡
錦織地方
役所跡

八百津橋

蘇
水
峡

丸山ダム展望台
丸山ダム 蘇水湖

人道の丘公園

418

418

●∴

●∴●∴ ●∴
●∴

木曽
川

���

地域の歴史地域の歴史
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戦
後
の
大
ダ
ム
建
設
の

先
駆
け
・
丸
山
ダ
ム

　
国
家
総
力
戦
体
制
の
一
環
と
し
て
国
に
よ
る
電

力
管
理
政
策
の
も
と
、
全
国
の
電
力
会
社
を
統
合

し
て
発
足
し
た
日
本
発
送
電
は
、
岐
阜
県
加
茂
郡

の
木
曽
川
に
大
規
模
な
発
電
用
ダ
ム
・
丸
山
ダ
ム

の
建
設
を
計
画
し
ま
し
た
。
昭
和
十
八
（
一
九
四

三
）
年
ダ
ム
建
設
に
着
手
し
ま
し
た
が
、
翌
十
九

（
一
九
四
四
）
年
に
は
資
材
・
工
事
用
機
械
の
確

保
が
困
難
と
な
り
事
業
は
中
断
さ
れ
、
終
戦
を
迎

え
ま
し
た
。

　
昭
和
二
十
三
（
一
九
四
八
）
年
丸
山
ダ
ム
建
設

再
開
準
備
命
令
が
出
さ
れ
、
昭
和
二
十
六
（
一
九

五
一
）
年
に
電
気
事
業
の
再
編
に
よ
っ
て
発
足
し

た
関
西
電
力
が
、
丸
山
ダ
ム
建
設
を
継
承
し
ま
し

た
。

　
一
方
、
木
曽
川
の
治
水
計
画
は
、
大
正
十
（
一

九
二
一
）
年
か
ら
約
二
十
年
の
歳
月
を
か
け
た
木

曽
川
上
流
改
修
工
事
（
大
正
改
修
）
以
来
、
犬
山

地
点
に
お
い
て
九
，
七
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
／
秒

を
計
画
高
水
量
と
し
て
改
修
工
事
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
七
月
に
こ

れ
を
上
回
る
大
洪
水
が
お
こ
り
ま
し
た
。
昭
和
二

十
四
（
一
九
四
九
）
年
に
治
水
調
査
会
で
、
こ
の

洪
水
を
念
頭

に
犬
山
地
点

の
計
画
高
水

量

を

一

二
，

五
〇
〇
立
方

メ
ー
ト
ル
／

秒
と
し
、
基

本
高
水
ピ
ー

ク
流
量
と
の

差
を
上
流
ダ

ム
の
洪
水
調

節
に
よ
り
処

理
す
る
こ
と

昭
和
五
十
八
年
九
月
の
大
洪
水

　
完
成
し
た
丸
山
ダ
ム
は
、
木
曽
川
の
治
水
に
大

き
な
役
割
を
担
い
、
戦
後
の
洪
水
に
対
し
て
一
定

の
効
果
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
昭
和

五
十
八
（
一
九
八
三
）
九
月
、
日
本
に
接
近
し
た

台
風
十
号
が
秋
雨
前
線
を
刺
激
し
て
、
木
曽
川
中

流
域
で
は
時
間
雨
量
三
十
～
五
十
ミ
リ
の
降
雨
が

数
時
間
断
続
的
に
続
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
犬

山
・
笠
松
地
点
な
ど
で
既
往
最
高
水
位
を
記
録
す

る
洪
水
と
な
り
、
本
川
と
支
川
を
合
わ
せ
て
九
地

点
で
氾
濫
し
死
者
・
行
方
不
明
者
五
名
、
被
害
家

屋

四
，
五

八

八

戸
も

の

被
害
を
も

た
ら

し

ま

し

た
。
被
害
の
大
き
か
っ
た
美
濃
加
茂
市
・
坂
祝
町

で
は
、
延
長
七
，
八
五
〇
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
越

水
、
氾
濫
面
積
二
九
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
最
大
浸
水

深
三
メ
ー
ト
ル
余
に
達
し
ま
し
た
。

　
丸
山
ダ
ム

地
点
で
は
洪

水
流
量
が
丸

山
ダ
ム
の
計

画
流
入
量
を

大
幅
に
上
回

り
、
ダ
ム
に

洪
水
を
こ
れ

以
上
た
め
込

む
こ
と
が
で

き
な
い
状
態

と
な
り
、
下

流
に
流
す
量
を
徐
々
に
増
加
さ
せ
、
貯
水
池
に

入
っ
て
く
る
水
量
と
同
じ
量
を
下
流
に
流
す
操
作

（
た
だ
し
書
き
操
作
）
を
し
ま
し
た
。

新
丸
山
ダ
ム
の
建
設
計
画

　
木
曽
川
の
治
水
対
策
の
強
化
に
お
い
て
、
大
正

時
代
か
ら
水
力
発
電
に
よ
り
開
発
さ
れ
た
木
曽
川

に
は
有
力
な
新
規
に
ダ
ム
を
建
設
で
き
る
地
点
が

す
が
、
こ
の
工
法
で
は
、
水
位
低
下
に
よ
る
発
電

量
の
低
下
と
、
洪
水
時
に
は
、
丸
山
ダ
ム
で
の
洪

水
調
整
が
で
き
ず
、
下
流
へ
の
安
全
が
確
保
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
既
設
ダ
ム
の
下
流
に
独
立
し
た

新
ダ
ム
を
建
造
す
る
工
法
は
、
既
設
ダ
ム
の
機
能

に
は
支
障
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ダ
ム
下
流
の
既
設

新
丸
山
発
電
所
へ
の
影
響
、
工
事
区
域
が
大
き
く

な
る
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
新
丸

山
ダ
ム
で
は
、
既
設
ダ
ム
と
新
ダ
ム
が
下
部
で
一

部
重
な
る
工
法
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
丸
山
ダ
ム

の
洪
水
調
節
と
発
電
の
機
能
を
維
持
し
つ
つ
、
周

辺
環
境
の
改
変
が
小
さ
く
、
新
ダ
ム
に
使
用
す
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
量
が
少
な
く
な
り
、
コ
ス
ト
を

抑
え
ら
れ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　
建
設
事
業
は
、
平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年

三
月
時
点
で
、
用
地
取
得
が
ほ
ぼ
完
了
し
、
四
十

九
戸
の
家
屋
移
転
も
終
了
し
て
い
ま
す
。
付
替
道

路
一
五
・
五
キ
口
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
一
○
・
一
キ

口
メ
ー
ト
ル
、
工
事
用
道
路
二
○
・
一
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
う
ち
一
ハ
・
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
完
成

し
、
道
路
整
備
を
引
き
続
き
進
め
る
と
と
も
に
、

現
在
、
ダ
ム
本
体
工
事
に
向
け
て
、
転
流
工
（
工

事
中
の
小
規
模
洪
水
に
お
い
て
丸
山
ダ
ム
を
迂
回

さ
せ
る
仮
排
水
ト
ン
ネ
ル
）
を
建
設
し
て
い
ま

す
。
転
流
工
完
成
後
は
、
本
体
工
事
に
着
手
し
、

平
成
四
十
一
（
二
〇
二
九
）
年
度
完
成
を
目
指
し

て
、
新
丸
山
ダ
ム
建
設
工
事
が
本
格
的
に
は
じ
ま

り
ま
す
。

な
く
、
支
流
に
お
い
て
も
十
分
な
容
量
を
確
保
で

き
る
だ
け
の
地
点
は
ほ
と
ん
ど
無
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。
木
曽
川
の
戦
後
最
大
の
洪
水
と
な
っ
た
昭

和
五
十
八
（
一
九
八
三
）
年
洪
水
を
う
け
て
、
昭

和
五
十
五
（
一
九
八
〇
）
年
か
ら
計
画
調
査
を
始

め
て
い
た
丸
山
ダ
ム
の
再
開
発
（
新
丸
山
ダ
ム
建

設
）
事
業
の
必
要
性
が
高
ま
り
、
昭
和
六
十
一
（
一

九
八
六
）
年
建
設
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

　
新
丸
山
ダ
ム
は
、
洪
水
調
節
・
流
水
の
正
常
な

機
能
の
維
持
・
発
電
の
三
つ
を
目
的
と
し
た
多
目

■
参
考
資
料

　
『
木
曽
三
川
治
水
百
年
の
あ
ゆ
み
』

　
　
　
　
　
平
成
七
年
　
建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

　
『
新
丸
山
ダ
ム
』

　
　
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
　
新
丸
山
ダ
ム
工
事
事
務
所

　
『
日
本
地
名
大
辞
典
・
岐
阜
県
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
五
年
　
角
川
書
店

が
決
ま
り
ま

し
た
。
そ
こ

で
、
建
設
中

の
丸
山
ダ
ム

を
嵩
上
げ
し

て
、
洪
水
調

節
機
能
を
持

た
せ
る
こ
と

に
な
り
ま
し

た
。

　
木
曽
川
（
飛

騨
川
合
流
前
）

の
既
往
の
大

洪
水
は
、
主
と
し
て
中
流
部
の
支
川
（
付
知
川
・

蘭
川
・
落
合
川
・
中
津
川
・
阿
木
川
）
か
ら
の
流

入
に
大
き
く
影
響
さ
れ
る
こ
と
が
現
地
調
査
に

よ
っ
て
判
明
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
諸
支

川
の
合
流
後
に
位
置
し
、
氾
濫
防
止
地
域
に
近

く
、
洪
水
調
節
の
効
果
が
大
き
い
こ
と
な
ど
か
ら

丸
山
ダ
ム
を
洪
水
調
節
池
と
し
て
計
画
し
ま
し
た
。

　
丸
山
ダ
ム
工
事
再
開
に
あ
た
り
、
事
業
を
認
可

す
る
岐
阜
県
知
事
は
、
建
設
省
（
現
国
土
交
通
省
）

の
要
請
を
受
け
、
ダ
ム
に
洪
水
調
節
機
能
を
付
加

す
る
こ
と
を
条
件
に
認
可
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
丸
山
ダ
ム
は
発
電
と
洪
水
調
節
を
目
的
と
し

た
多
目
的
ダ
ム
と
し
て
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
、

嵩
上
げ
に
必
要
な
工
費
は
国
庫
負
担
と
し
て
、
関

西
電
力
が
施
工
し
ま
し
た
。

　
建
設
工
事
は
、
昭
和
二
十
六
（
一
九
五
一
）
年

に
起
工
式
が
行
わ
れ
、
昭
和
二
十
九
（
一
九
五
五
）

年
に
関
西
電
力
に
よ
る
発
電
と
建
設
省
と
関
西
電

力
に
よ
る
共
同
管
理
が
開
始
さ
れ
、
昭
和
三
十
一

（
一
九
五
七
）
年
に
全
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

高
さ
九
八
・
二
メ
ー
ト
ル
・
堤
体
積
四
九
七
，
〇

〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
の
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ

ム
は
、
当
時
日
本
最
大
級
で
、
建
設
工
事
は
全
工

程
が
本
格
的
な
機
械
化
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
以
後

の
大
ダ
ム
建
設
の
先
駆
け
と
な
り
ま
し
た
。

的
ダ
ム
で
す
。
洪
水
調
節
機
能
に
つ
い
て
は
、
洪

水
調
節
容
量
を
現
在
の
二
，
〇
一
七
万
立
方
メ
ー

ト
ル
か
ら
七
，
二
〇
〇
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
約
三
・

六
倍
に
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
昭
和
五
十
八
年

洪
水
（
美
濃
加
茂
水
害
）
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

強
化
し
ま
す
。

　
新
た
に
加
わ
っ
た
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持

は
、
渇
水
時
に
既
得
の
農
業
用
水
を
安
定
的
に
供

給
さ
せ
る
ほ
か
、
木
曽
川
の
河
川
生
態
系
の
保
護

や
河
川
環
境
の
維
持
を
図
る
も
の
で
す
。
発
電
能

力
は
、
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
の
た
め
に
確

保
す
る
容
量
に
伴
い
大
き
く
な
っ
た
高
低
差
を
利

用
し
て
、
新
た
に
二
二
，
五
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の

増
電
を
行
い
、
既
存
と
あ
わ
せ
て
二
一
〇
，
五
〇

〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電
を
行
い
ま
す
。

新
丸
山
ダ
ム
の
工
法
と
進
捗

　
新
丸
山
ダ
ム
は
、
丸
山
ダ
ム
の
下
流
側
四
七
・

五
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
、
二
〇
・
二
メ
ー
ト
ル
嵩

上
げ
し
た
新
し
い
堤
体
を
建
造
す
る
も
の
で
、
丸

山
ダ
ム
の
洪
水
調
節
と
発
電
の
機
能
を
維
持
さ
せ

た
ま
ま
工
事
を
行
い
ま
す
。
大
河
川
で
、
既
設
ダ

ム
を
運
用
し
な
が
ら
実
施
す
る
大
規
模
な
嵩
上
げ

工
事
は
、
国
内
で
は
前
例
が
な
く
、
設
計
や
施
工

方
法
な
ど
、
高
度
な
技
術
力
を
要
す
る
先
駆
的
な

ダ
ム
で
す
。

　
既
設
ダ
ム

の
嵩
上
げ
工

法
に
は
、
貯

水
池
の
水
を

空
（
水
位
の

低
下
）
に
し

て
、
旧
ダ
ム

の
上
に
新
ダ

ム
を
か
ぶ
せ

て
し
ま
う
工

法
が
あ
り
ま

　
戦
前
に
発
電
用
ダ
ム
と
し
て
計
画
さ
れ
た
丸
山
ダ
ム

は
、
戦
後
、
洪
水
調
節
機
能
を
付
加
し
て
完
成
、
そ
の

後
の
大
ダ
ム
建
設
の
先
駆
け
と
な
り
ま
し
た
。
丸
山
ダ

ム
の
洪
水
調
節
機
能
を
強
化
す
る
た
め
、
昭
和
六
十
一

（
一
九
八
六
）
年
に
ダ
ム
の
再
開
発
（
新
丸
山
ダ
ム
建

設
）
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。
新
丸
山
ダ
ム
は
、
洪
水

調
節
・
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
・
発
電
を
目
的
と

し
た
多
目
的
ダ
ム
と
な
り
ま
す
。

治水安全度の向上を目指す
新丸山ダム建設

旧展望台から見た丸山ダム

<提供 :新丸山ダム工事事務所 >

昭和 58 年 9 月洪水の浸水図

<提供 :新丸山ダム工事事務所 >

転流工工事（平成 29 年 11 月末　吐口側）

<提供 :新丸山ダム工事事務所 >

新丸山ダム建設工事　<提供 :新丸山ダム工事事務所 >

丸山ダム建設工事

<出典 :「木曽川水力の歴史」（八百津町教育委員会）>

新丸山ダム完成予想図
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戦
後
の
大
ダ
ム
建
設
の

先
駆
け
・
丸
山
ダ
ム

　
国
家
総
力
戦
体
制
の
一
環
と
し
て
国
に
よ
る
電

力
管
理
政
策
の
も
と
、
全
国
の
電
力
会
社
を
統
合

し
て
発
足
し
た
日
本
発
送
電
は
、
岐
阜
県
加
茂
郡

の
木
曽
川
に
大
規
模
な
発
電
用
ダ
ム
・
丸
山
ダ
ム

の
建
設
を
計
画
し
ま
し
た
。
昭
和
十
八
（
一
九
四

三
）
年
ダ
ム
建
設
に
着
手
し
ま
し
た
が
、
翌
十
九

（
一
九
四
四
）
年
に
は
資
材
・
工
事
用
機
械
の
確

保
が
困
難
と
な
り
事
業
は
中
断
さ
れ
、
終
戦
を
迎

え
ま
し
た
。

　
昭
和
二
十
三
（
一
九
四
八
）
年
丸
山
ダ
ム
建
設

再
開
準
備
命
令
が
出
さ
れ
、
昭
和
二
十
六
（
一
九

五
一
）
年
に
電
気
事
業
の
再
編
に
よ
っ
て
発
足
し

た
関
西
電
力
が
、
丸
山
ダ
ム
建
設
を
継
承
し
ま
し

た
。

　
一
方
、
木
曽
川
の
治
水
計
画
は
、
大
正
十
（
一

九
二
一
）
年
か
ら
約
二
十
年
の
歳
月
を
か
け
た
木

曽
川
上
流
改
修
工
事
（
大
正
改
修
）
以
来
、
犬
山

地
点
に
お
い
て
九
，
七
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
／
秒

を
計
画
高
水
量
と
し
て
改
修
工
事
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
七
月
に
こ

れ
を
上
回
る
大
洪
水
が
お
こ
り
ま
し
た
。
昭
和
二

十
四
（
一
九
四
九
）
年
に
治
水
調
査
会
で
、
こ
の

洪
水
を
念
頭

に
犬
山
地
点

の
計
画
高
水

量

を

一

二
，

五
〇
〇
立
方

メ
ー
ト
ル
／

秒
と
し
、
基

本
高
水
ピ
ー

ク
流
量
と
の

差
を
上
流
ダ

ム
の
洪
水
調

節
に
よ
り
処

理
す
る
こ
と

昭
和
五
十
八
年
九
月
の
大
洪
水

　
完
成
し
た
丸
山
ダ
ム
は
、
木
曽
川
の
治
水
に
大

き
な
役
割
を
担
い
、
戦
後
の
洪
水
に
対
し
て
一
定

の
効
果
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
昭
和

五
十
八
（
一
九
八
三
）
九
月
、
日
本
に
接
近
し
た

台
風
十
号
が
秋
雨
前
線
を
刺
激
し
て
、
木
曽
川
中

流
域
で
は
時
間
雨
量
三
十
～
五
十
ミ
リ
の
降
雨
が

数
時
間
断
続
的
に
続
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
犬

山
・
笠
松
地
点
な
ど
で
既
往
最
高
水
位
を
記
録
す

る
洪
水
と
な
り
、
本
川
と
支
川
を
合
わ
せ
て
九
地

点
で
氾
濫
し
死
者
・
行
方
不
明
者
五
名
、
被
害
家

屋

四
，
五

八

八

戸
も

の

被
害
を
も

た
ら

し

ま

し

た
。
被
害
の
大
き
か
っ
た
美
濃
加
茂
市
・
坂
祝
町

で
は
、
延
長
七
，
八
五
〇
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
越

水
、
氾
濫
面
積
二
九
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
最
大
浸
水

深
三
メ
ー
ト
ル
余
に
達
し
ま
し
た
。

　
丸
山
ダ
ム

地
点
で
は
洪

水
流
量
が
丸

山
ダ
ム
の
計

画
流
入
量
を

大
幅
に
上
回

り
、
ダ
ム
に

洪
水
を
こ
れ

以
上
た
め
込

む
こ
と
が
で

き
な
い
状
態

と
な
り
、
下

流
に
流
す
量
を
徐
々
に
増
加
さ
せ
、
貯
水
池
に

入
っ
て
く
る
水
量
と
同
じ
量
を
下
流
に
流
す
操
作

（
た
だ
し
書
き
操
作
）
を
し
ま
し
た
。

新
丸
山
ダ
ム
の
建
設
計
画

　
木
曽
川
の
治
水
対
策
の
強
化
に
お
い
て
、
大
正

時
代
か
ら
水
力
発
電
に
よ
り
開
発
さ
れ
た
木
曽
川

に
は
有
力
な
新
規
に
ダ
ム
を
建
設
で
き
る
地
点
が

す
が
、
こ
の
工
法
で
は
、
水
位
低
下
に
よ
る
発
電

量
の
低
下
と
、
洪
水
時
に
は
、
丸
山
ダ
ム
で
の
洪

水
調
整
が
で
き
ず
、
下
流
へ
の
安
全
が
確
保
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
既
設
ダ
ム
の
下
流
に
独
立
し
た

新
ダ
ム
を
建
造
す
る
工
法
は
、
既
設
ダ
ム
の
機
能

に
は
支
障
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ダ
ム
下
流
の
既
設

新
丸
山
発
電
所
へ
の
影
響
、
工
事
区
域
が
大
き
く

な
る
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
新
丸

山
ダ
ム
で
は
、
既
設
ダ
ム
と
新
ダ
ム
が
下
部
で
一

部
重
な
る
工
法
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
丸
山
ダ
ム

の
洪
水
調
節
と
発
電
の
機
能
を
維
持
し
つ
つ
、
周

辺
環
境
の
改
変
が
小
さ
く
、
新
ダ
ム
に
使
用
す
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
量
が
少
な
く
な
り
、
コ
ス
ト
を

抑
え
ら
れ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　
建
設
事
業
は
、
平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年

三
月
時
点
で
、
用
地
取
得
が
ほ
ぼ
完
了
し
、
四
十

九
戸
の
家
屋
移
転
も
終
了
し
て
い
ま
す
。
付
替
道

路
一
五
・
五
キ
口
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
一
○
・
一
キ

口
メ
ー
ト
ル
、
工
事
用
道
路
二
○
・
一
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
う
ち
一
ハ
・
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
完
成

し
、
道
路
整
備
を
引
き
続
き
進
め
る
と
と
も
に
、

現
在
、
ダ
ム
本
体
工
事
に
向
け
て
、
転
流
工
（
工

事
中
の
小
規
模
洪
水
に
お
い
て
丸
山
ダ
ム
を
迂
回

さ
せ
る
仮
排
水
ト
ン
ネ
ル
）
を
建
設
し
て
い
ま

す
。
転
流
工
完
成
後
は
、
本
体
工
事
に
着
手
し
、

平
成
四
十
一
（
二
〇
二
九
）
年
度
完
成
を
目
指
し

て
、
新
丸
山
ダ
ム
建
設
工
事
が
本
格
的
に
は
じ
ま

り
ま
す
。

な
く
、
支
流
に
お
い
て
も
十
分
な
容
量
を
確
保
で

き
る
だ
け
の
地
点
は
ほ
と
ん
ど
無
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。
木
曽
川
の
戦
後
最
大
の
洪
水
と
な
っ
た
昭

和
五
十
八
（
一
九
八
三
）
年
洪
水
を
う
け
て
、
昭

和
五
十
五
（
一
九
八
〇
）
年
か
ら
計
画
調
査
を
始

め
て
い
た
丸
山
ダ
ム
の
再
開
発
（
新
丸
山
ダ
ム
建

設
）
事
業
の
必
要
性
が
高
ま
り
、
昭
和
六
十
一
（
一

九
八
六
）
年
建
設
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

　
新
丸
山
ダ
ム
は
、
洪
水
調
節
・
流
水
の
正
常
な

機
能
の
維
持
・
発
電
の
三
つ
を
目
的
と
し
た
多
目

■
参
考
資
料

　
『
木
曽
三
川
治
水
百
年
の
あ
ゆ
み
』

　
　
　
　
　
平
成
七
年
　
建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

　
『
新
丸
山
ダ
ム
』

　
　
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
　
新
丸
山
ダ
ム
工
事
事
務
所

　
『
日
本
地
名
大
辞
典
・
岐
阜
県
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
五
年
　
角
川
書
店

が
決
ま
り
ま

し
た
。
そ
こ

で
、
建
設
中

の
丸
山
ダ
ム

を
嵩
上
げ
し

て
、
洪
水
調

節
機
能
を
持

た
せ
る
こ
と

に
な
り
ま
し

た
。

　
木
曽
川
（
飛

騨
川
合
流
前
）

の
既
往
の
大

洪
水
は
、
主
と
し
て
中
流
部
の
支
川
（
付
知
川
・

蘭
川
・
落
合
川
・
中
津
川
・
阿
木
川
）
か
ら
の
流

入
に
大
き
く
影
響
さ
れ
る
こ
と
が
現
地
調
査
に

よ
っ
て
判
明
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
諸
支

川
の
合
流
後
に
位
置
し
、
氾
濫
防
止
地
域
に
近

く
、
洪
水
調
節
の
効
果
が
大
き
い
こ
と
な
ど
か
ら

丸
山
ダ
ム
を
洪
水
調
節
池
と
し
て
計
画
し
ま
し
た
。

　
丸
山
ダ
ム
工
事
再
開
に
あ
た
り
、
事
業
を
認
可

す
る
岐
阜
県
知
事
は
、
建
設
省
（
現
国
土
交
通
省
）

の
要
請
を
受
け
、
ダ
ム
に
洪
水
調
節
機
能
を
付
加

す
る
こ
と
を
条
件
に
認
可
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
丸
山
ダ
ム
は
発
電
と
洪
水
調
節
を
目
的
と
し

た
多
目
的
ダ
ム
と
し
て
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
、

嵩
上
げ
に
必
要
な
工
費
は
国
庫
負
担
と
し
て
、
関

西
電
力
が
施
工
し
ま
し
た
。

　
建
設
工
事
は
、
昭
和
二
十
六
（
一
九
五
一
）
年

に
起
工
式
が
行
わ
れ
、
昭
和
二
十
九
（
一
九
五
五
）

年
に
関
西
電
力
に
よ
る
発
電
と
建
設
省
と
関
西
電

力
に
よ
る
共
同
管
理
が
開
始
さ
れ
、
昭
和
三
十
一

（
一
九
五
七
）
年
に
全
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

高
さ
九
八
・
二
メ
ー
ト
ル
・
堤
体
積
四
九
七
，
〇

〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
の
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ

ム
は
、
当
時
日
本
最
大
級
で
、
建
設
工
事
は
全
工

程
が
本
格
的
な
機
械
化
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
以
後

の
大
ダ
ム
建
設
の
先
駆
け
と
な
り
ま
し
た
。

的
ダ
ム
で
す
。
洪
水
調
節
機
能
に
つ
い
て
は
、
洪

水
調
節
容
量
を
現
在
の
二
，
〇
一
七
万
立
方
メ
ー

ト
ル
か
ら
七
，
二
〇
〇
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
約
三
・

六
倍
に
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
昭
和
五
十
八
年

洪
水
（
美
濃
加
茂
水
害
）
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

強
化
し
ま
す
。

　
新
た
に
加
わ
っ
た
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持

は
、
渇
水
時
に
既
得
の
農
業
用
水
を
安
定
的
に
供

給
さ
せ
る
ほ
か
、
木
曽
川
の
河
川
生
態
系
の
保
護

や
河
川
環
境
の
維
持
を
図
る
も
の
で
す
。
発
電
能

力
は
、
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
の
た
め
に
確

保
す
る
容
量
に
伴
い
大
き
く
な
っ
た
高
低
差
を
利

用
し
て
、
新
た
に
二
二
，
五
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の

増
電
を
行
い
、
既
存
と
あ
わ
せ
て
二
一
〇
，
五
〇

〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電
を
行
い
ま
す
。

新
丸
山
ダ
ム
の
工
法
と
進
捗

　
新
丸
山
ダ
ム
は
、
丸
山
ダ
ム
の
下
流
側
四
七
・

五
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
、
二
〇
・
二
メ
ー
ト
ル
嵩

上
げ
し
た
新
し
い
堤
体
を
建
造
す
る
も
の
で
、
丸

山
ダ
ム
の
洪
水
調
節
と
発
電
の
機
能
を
維
持
さ
せ

た
ま
ま
工
事
を
行
い
ま
す
。
大
河
川
で
、
既
設
ダ

ム
を
運
用
し
な
が
ら
実
施
す
る
大
規
模
な
嵩
上
げ

工
事
は
、
国
内
で
は
前
例
が
な
く
、
設
計
や
施
工

方
法
な
ど
、
高
度
な
技
術
力
を
要
す
る
先
駆
的
な

ダ
ム
で
す
。

　
既
設
ダ
ム

の
嵩
上
げ
工

法
に
は
、
貯

水
池
の
水
を

空
（
水
位
の

低
下
）
に
し

て
、
旧
ダ
ム

の
上
に
新
ダ

ム
を
か
ぶ
せ

て
し
ま
う
工

法
が
あ
り
ま

　
戦
前
に
発
電
用
ダ
ム
と
し
て
計
画
さ
れ
た
丸
山
ダ
ム

は
、
戦
後
、
洪
水
調
節
機
能
を
付
加
し
て
完
成
、
そ
の

後
の
大
ダ
ム
建
設
の
先
駆
け
と
な
り
ま
し
た
。
丸
山
ダ

ム
の
洪
水
調
節
機
能
を
強
化
す
る
た
め
、
昭
和
六
十
一

（
一
九
八
六
）
年
に
ダ
ム
の
再
開
発
（
新
丸
山
ダ
ム
建

設
）
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。
新
丸
山
ダ
ム
は
、
洪
水

調
節
・
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
・
発
電
を
目
的
と

し
た
多
目
的
ダ
ム
と
な
り
ま
す
。

治水安全度の向上を目指す
新丸山ダム建設

旧展望台から見た丸山ダム

<提供 :新丸山ダム工事事務所 >

昭和 58 年 9 月洪水の浸水図

<提供 :新丸山ダム工事事務所 >

転流工工事（平成 29 年 11 月末　吐口側）

<提供 :新丸山ダム工事事務所 >
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丸山ダム建設工事
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新丸山ダム完成予想図
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一
．
猿
尾
の
建
設

　
木
曽
川
と
佐
屋
川
が
輸
送
す
る
膨
大
な
土
砂
が

立
田
輪
中
南
端
部
の
杁
周
辺
に
堆
積
し
、
輪
中
内

の
悪
水
排
水
を
阻
害
す
る
た
め
、
宝
暦
治
水
以
前

の
元
禄
元
（
一
六
八
八
）
年
に
、
長
さ
九
十
六
間

（
一
七
五
ｍ
）
余
り
の
潮
除
猿
尾
が
又
右
衛
門
新

田
に
完
成
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
後
、
又
右
衛
門
新
田
東
側
の
梶
島
に
、
長

さ
八
十
間
の
猿
尾
が
、
梶
島
の
東
側
を
流
れ
る
佐

屋
川
の
導
流
堤
の
よ
う
に
設
置
さ
れ
、
又
右
衛
門

新
田
猿
尾
は
百
間
に
先
継
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
東
西
二
基
の
猿
尾
は
、
そ
の
形
状
か
ら

「
鼻
毛
猿
尾
」
と
呼
称
さ
れ
、
猿
尾
間
の
間
隔
は

五
・
六
町
（
一
町
＝
約
一
〇
九
ｍ
）
も
あ
り
ま
し
た
。

二
．
油
島
の
締
切
堤
と

　

鼻
毛
猿
尾
の
伸
延

　
油
島
新
田
と
長
島
輪
中
北
端
部
の
松
之
木
の
間

は
、
長
さ
一
，
〇
九
〇
間
（
一
，
九
八
四
ｍ
）
開
き
、

長
良
川
を
合
流
し
た
木
曽
川
の
流
れ
は
河
床
の
低

寮
の
官
員
を
入
れ
た
話
し
合
い
で
、
な
ぜ
か
「
洗

堰
の
長
さ
一
六
四
間
（
二
九
八
ｍ
。
原
型
よ
り
六

十
六
間
短
縮
）
」
等
で
解
決
し
て
い
ま
す
。

　
上
記
の
よ
う
に
、
尾
張
側
が
鼻
毛
猿
尾
を
先
継

し
て
木
曽
川
の
流
勢
を
減
じ
る
工
事
を
行
う
と
、

濃
州
・
勢
州
（
岐
阜
・
三
重
県
）
側
は
、
喰
違
堰

や
洗
堰
を
細
工
し
て
、
木
曽
川
か
ら
揖
斐
川
へ
の

流
入
量
を
減
ら
す
こ
と
を
画
策
し
ま
し
た
。

三
．
明
治
十
年
代
の

　

内
務
省
と
県
の
立
場

　
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
十
月
、
デ
・
レ
イ

ケ
は
木
曽
川
下
流
改
修
計
画
を
命
じ
ら
れ
、
明
治

行
っ
た
自
普
請
に
よ
る
締
切
堤
と
左
岸
側
へ
の
不

正
工
事
を
訴
え
た
際
の
も
の
で
す
。

　
同
図
は
、
木
曽
川
通
り
へ
の
猿
尾
二
基
の
先
端

（
上
流
側
の
「
出
し
猿
尾
北
」
の
二
間
、
下
流
側

の
「
玄
番
出
し
刎
ね
猿
尾
」
の
四
間
）
と
揖
斐
川

通
り
の
猿
尾
一
基
（
三
間
）
の
先
端
が
、
「
新
規

石
枠
」
で
先
継
さ
れ
、
さ
ら
に
喰
違
堰
に
大
石
が

捨
石
さ
れ
た
こ
と
を
赤
色
で
示
し
て
い
ま
す
。

　
文
政
二
（
一
八
一
九
）
年
十
二
月
、
こ
の
争
い

は
、
木
曽
川
の
流
れ
を
妨
げ
る
二
基
の
猿
尾
を
取

り
除
き
、
一
方
、
揖
斐
川
側
に
猿
尾
を
二
十
間
先

継
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
食
違
堰
の
深
さ
を
定
水
八

尺
五
寸
（
二
・
六
ｍ
）
、
長
さ
五
十
間
、
外
法
間

の
幅
十
二
間
、
洗
堰
の
長
さ
二
三
〇
間
（
四
一
九

ｍ
）
な
ど
を
明
記
し
て
、
合
意
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
洗
堰
の
長
さ
が
短
縮
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
争
い
も
発
生
し
て
い
ま
し
た
。
明
治
八
（
一
八

七
六
）
年
十
二
月
、
立
田
輪
中
民
は
岐
阜
県
と
三

重
県
側
が
長
さ
二
三
〇
間
の
洗
堰
を
修
繕
し
た

（
明
治
三
（
一
八
七
一
）
年
の
修
繕
時
に
五
・
六

間
短
く
し
た
よ
う
で
す
）
問
題
で
、
愛
知
県
に
岐

阜
・
三
重
両
県
と
掛
け
あ
う
よ
う
要
望
し
て
い
ま

す
。
こ
の
問
題
は
、
翌
明
治
九
（
一
八
七
七
）
年

十
二
月
、
愛
知
県
と
両
二
県
さ
ら
に
内
務
省
土
木

で
木
曽
川
で
は
笠
松
下
流
、
長
良
川
で
は
岐
阜
下

流
、
揖
斐
川
で
は
大
垣
下
流
で
完
成
し
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
愛
知
県
は
、
内
務
省
の
土
木
出
張
所

が
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
に
八
神
（
羽
島
市

桑
原
町
八
神
）
か
ら
羽
島
郡
竹
鼻
村
（
羽
島
市
竹

鼻
町
）
に
移
転
し
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
要
望
し

て
い
る
立
田
輪
中
の
悪
水
排
水
改
良
工
事
の
計
画

が
長
年
行
わ
れ
な
い
こ
と
に
痺
れ
を
切
ら
し
て
い

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
内
務
省
か
ら
の
通
達
が
出
さ
れ
た
一

週
間
ほ
ど
後
の
七
月
十
五
日
～
十
八
日
の
間
に
連

続
降
雨
量
三
一
八
㎜
を
記
録
す
る
洪
水
が
発
生
し

ま
し
た
。
木
曽
川
は
平
水
よ
り
二
十
尺
（
約
六
ｍ
）

四
．
又
右
衛
門
新
田
と
梶
島
の

　

猿
尾
建
設
に
関
す
る
新
聞
記
事

　
こ
こ
で
、
猿
尾
継
足
し
に
関
す
る
騒
動
の
経
緯

を
、
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
の
新
聞
記
事
や

電
報
か
ら
見
て
い
き
ま
す
。

①
明
治
十
七
年
九
月
十
六
日
　
黒
川
土
木
課
長
と

石
井
七
等
属
が
、
十
九
日
～
二
十
一
日
ま
で
立

田
輪
中
水
利
土
功
会
に
出
張
。

②
東
京
出
張
中
の
愛
知
県
の
岩
本
六
等
属
か
ら
、

県
令
国
貞
へ
の
電
報
。
（
日
付
が
不
明
だ
が
電
文

よ
り
十
月
二
十
三
日
以
前
と
推
定
）

　「
又
右
衛
門
猿
尾
継
足
し
工
事
に
つ
き

　（
中

略
）
　土
木
局
へ
参
り
た
る
と
こ
ろ

　工
師
も
す

ぐ
に
出
頭

　上
局
に
お
い
て
右
工
事
に
つ
き
工

師
よ
り
意
見
を
述
べ
た
る
趣
に
つ
き

　中
村
書

記
官
へ
拝
謁
を
こ
い
た
る
に

　同
官
よ
り

　今

三
日
ほ
ど
た
つ
と

　局
長
よ
り
私
を
呼
び
出
し

　又
右
衛
門
猿
尾
工
事
に
つ
き

　申
し
渡
す
べ

く
儀
あ
る
に
よ
り

　そ
れ
ま
で
宿
に
待
ち
お
れ

よ
と
申
し
聞
け
ら
れ
た
り
」

③
十
月
二
十
三
日
　
東
京
在
京
の
愛
知
県
令
国
貞

か
ら
、
愛
知
県
野
村
大
書
記
官
へ
の
電
報
。

　「
猿
尾
工
事
厳
重
に
差
し
止
め
ら
れ
る
べ
し

　

委
細
は
木
村
に
含
め
て
帰
県
せ
し
む
」

④
十
月
二
十
四
日
　
内
務
省
は
、
立
田
輪
中
へ
猿

尾
継
足
し
工
事
の
中
止
を
決
定
。

⑤
十
月
二
十
五
日
　
高
須
輪
中
と
三
重
県
下
の
付

近
住
民
一
，
五
・
六
〇
〇
人
が
集
り
、
警
察
も
出

動
す
る
大
混
乱
と
な
っ
た
。
大
騒
乱
の
原
因
は
、

五
・
六
日
前
に
完
成
し
た
鼻
毛
猿
尾
の
継
足
し

後
、
従
来
千
間
ほ
ど
の
長
さ
の
猿
尾
が
八
〇
〇

間
延
び
て
お
り
、
岐
阜
・
三
重
県
の
付
近
住
民

は
猿
尾
を
従
来
の
長
さ
に
戻
す
よ
う
に
要
求
。

⑥
十
月
二
十
六
日
　
二
十
四
日
夜
十
時
頃
、
立
田

輪
中
の
農
民
八
・
九
〇
名
が
愛
知
県
庁
に
押
し

掛
け
、
「
中
山
新
田
先
ま
で
継
足
し
た
梶
島
猿
尾

の
撤
去
は
で
き
な
い
」
と
黒
川
課
長
へ
の
面
会

を
求
め
た
。

⑦
十
一
月
二
日
　
山
県
有
朋
内
務
卿
よ
り
、
旧
に

復
す
る
よ
う
電
報
が
あ
っ
た
。

⑧
十
一
月
五
日
　
黒
川
課
長
が
、
病
気
に
よ
り
辞

表
を
提
出
（
進
退
伺
い
の
風
説
も
あ
り
）
。

⑨
十

一

月

十

三

日
　
デ
・
レ

イ

ケ

か

ら

エ

ッ

シ
ャ
ー
へ
の
手
紙 

　『
私
は
明
後
日
ま
た
、
美
濃
の
五
つ
の
緊
急
問

題
解
決
の
た
め
に
美
濃
へ
行
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　中
略

　そ
の
問
題
の
一
つ
は
、
木
曽
川
を
は

さ
ん
だ
尾
張
【
愛
知
県
】
と
伊
勢
【
三
重
県
】

の
農
民
の
【
治
水
に
関
す
る
】
き
び
し
い
言
い

争
い
で
す
。

　彼
等
は
、
か
な
り
ひ
ど
い
殴
り
合
い
の
喧
嘩

を
し
ま
し
た
。【
新
聞
に
よ
る
と
】
私
達
の
職

員
、
県
や
警
察
の
人
達
が
一
緒
に
な
っ
て
、【
争

い
を
仲
介
し
】【
両
県
の
】
住
民
は
静
か
に
な
り

ま
し
た
。
私
は
あ
そ
こ
で
【
愛
知
県
と
三
重
県

の
間
に
立
っ
て
】、
内
務
省
の
代
理
と
し
て
調
停

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　そ
れ
【
両
県
の
言
い
争
い
】
は
、
す
で
に
一

度
な
ら
ず
起
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
【
私
が
仲
介

し
た
】
時
、
双
方
が
【
お
互
い
に
】
彼
等
の
意

向
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
後
略
』

（【

　】
は
訳
者
加
筆
）

⑩
十
一
月
二
十
六
日
　
デ
・
レ
イ
ケ
の
木
曽
川
巡

検
に
つ
き
、
愛
知
県
令
国
貞
も
出
張
。

⑪
十
二
月
六
日
　
猿
尾
は
継
足
し
以
前
の
旧
態
に

築
造
す
る
こ
と
に
な
り
、
有
力
者
の
青
樹
（
英

二
）
、
真
野
、
佐
野
三
名
が
愛
知
県
庁
に
請
願
。

⑫
明
治
十
八
年
一
月
七
日
　
国
貞
が
危
篤
状
態
。

⑬
一
月
二
十
日
　
十
八
日
に
肺
炎
に
罹
っ
て
い
た

国
貞
が
死
去
。

五
．
お
わ
り
に

　
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
七
月
八
日
付
の
内

務
省
の
通
達
に
よ
っ
て
、
十
月
に
は
完
成
し
て
い

た
猿
尾
継
足
を
、
十
一
月
初
旬
に
は
山
県
内
務
卿

か
ら
旧
に
復
す
る
よ
う
に
厳
命
が
あ
り
、
十
一
月

後
旬
に
は
デ
・
レ
イ
ケ
も
こ
の
問
題
で
立
田
地
区

に
出
向
い
て
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
立
田
輪
中
の
排
水
問
題
に
当
初
か
ら
関

わ
っ
た
黒
川
は
、
翌
明
治
十
八
（
一
八
八
五
）
年

一
月
二
十
日
に
引
き
立
て
て
く
れ
た
国
貞
と
死
別

し
、
同
年
三
月
に
愛
知
県
職
を
辞
し
ま
し
た
。

　
な
お
黒
川
の
辞
職
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
「
立

田
輪
中
の
工
役
を
議
し
、
諧
は
ず
し
て
罷
め
る
」

や
「
当
時
、
国
と
所
管
区
分
が
明
確
で
な
か
っ
た

木
曽
川
筋
で
、
治
愿
が
実
施
し
た
工
事
が
岐
阜
県

側
を
刺
激
し
一
大
騒
動
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
に

対
す
る
引
責
と
み
ら
れ
る
」
等
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
黒
川
の
病
没
二
年
後
の
明
治
三
十
二
（
一
八
九

九
）
年
に
政
秀
寺
（
中
区
栄
）
に
建
て
ら
れ
た
「
頌

徳
碑
」
は
、
後
に
千
種
区
の
平
和
公
園
に
移
設
さ

れ
て
い
ま
す
。

十
九
（
一
八
八
六
）
年
に
計
画
が
完
成
し
、
翌
明

治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
四
月
か
ら
木
曽
川
下
流

改
修
工
事
が
着
手
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
時
、
内
務
省
は
木
曽
川
改
修
工
事
と
の
調

整
を
図
り
、
工
事
の
重
複
や
手
直
し
を
無
く
す
た

め
、
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
七
月
八
日
付
で
、

愛
知
・
岐
阜
・
三
重
の
三
県
に
対
し
て
、
従
来
各

県
が
木
曽
川
筋
で
施
工
し
て
き
た
工
事
に
つ
い
て

は
、
必
ず
事
前
に
土
木
局
出
張
所
と
協
議
す
る
よ

う
に
下
達
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
改
修
工
事
の
基
礎
資
料
と
な
る
木
曽
三

川
の
測
量
は
、
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
に
開
始

さ
れ
、
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
十
二
月
時
点

　
弥
富
市
五
明
町
に
、
美
濃
（
岐
阜
県
）
・
伊
勢
（
三
重
県
）
と

尾
張
（
愛
知
県
）
と
で
長
く
騒
動
の
原
因
と
な
っ
た
梶
島
猿
尾

の
一
部
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
二
基
の
長
い
猿
尾
が
、
五
明
輪
中
（
五
明
町
）
の
北
に
位
置

す
る
立
田
輪
中
南
端
部
の
木
曽
川
に
面
し
た
又
右
衛
門
新
田
と

佐
屋
川
が
木
曽
川
に
流
れ
込
む
川
中
の
梶
島
か
ら
川
中
へ
伸
び

て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
二
基
の
猿
尾
の
建
設
経
緯
は
、
単
に
立
田
輪
中
の
排
水

改
良
史
を
物
語
る
だ
け
で
は
な
く
、
御
手
伝
普
請
に
よ
る
益
村

と
損
村
と
の
果
て
し
な
い
争
い
の
歴
史
で
も
あ
り
、
明
治
改
修

直
前
に
は
岐
阜
・
三
重
県
と
愛
知
県
、
さ
ら
に
国
（
内
務
省
）

を
も
巻
き
込
ん
だ
騒
動
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
稿
で
は
、
又
右
衛
門
新
田
と
梶
島
に
造
ら
れ
た
二
基
の
猿

尾
に
つ
い
て
、
江
戸
期
に
お
け
る
継
足
し
経
緯
、
さ
ら
に
明
治

改
修
直
前
に
発
生
し
た
騒
動
に
つ
い
て
触
れ
て
い
き
ま
す
。

中部地域の河川遺産　第三編

下流改修に見る鼻毛猿尾の
伸延と諸問題

い
揖
斐
川
へ
と
流
れ
込
み
、
揖
斐
川
筋
は
洪
水
被

害
に
苦
し
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
延
亨
四
（
一

七
四
七
）
年
の
奥
州
二
本
松
藩
の
御
手
伝
い
普
請

を
嚆
矢
に
、
木
曽
三
川
の
御
手
伝
い
普
請
が
幕
末

ま
で
に
十
六
回
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
延
享
の
工
事
は
、
木
曽
川
右
岸
の
石
田
村
（
羽
島

市
下
中
町
石
田
）
で
流
水
を
左
岸
側
の
佐
屋
川
に
刎

ね
て
木
曽
川
の
水
量
を
減
ら
し
、
さ
ら
に
木
曽
川
下

流
部
の
油
島
・
松
之
木
間
の
開
口
部
一
，
〇
九
〇
間

に
、
油
島
か
ら
下
流
側
に
一
五
〇
間
（
二
七
三
ｍ
）

と
松
之
木
か
ら
上
流
側
に
三
十
間
（
五
十
五
ｍ
）
の

杭
出
し
猿
尾
を
設
け
て
、
木
曽
川
か
ら
揖
斐
川
へ
の

流
入
量
を
減
少
さ
せ
る
試
み
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
宝
暦
四
（
一
七
五
四
）
年
の
宝
暦
治

水
工
事
の
第
二
期
工
事
（
同
年
九
月
二
十
四
日
開

始
）
で
、
油
島
新
田
か
ら
長
さ
五
〇
〇
間
（
九
一

〇
ｍ
）
、
松
之
木
か
ら
長
さ
二
〇
〇
間
（
三
六
四

ｍ
）
の
杭
出
し
猿
尾
で
流
れ
を
分
か
ち
、
真
ん
中

三
〇
〇
間
（
五
四
六
ｍ
）
を
舟
通
し
と
し
、
木
曽

川
か
ら
揖
斐
川
へ
の
流
勢
を
弱
め
る
工
事
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
木
曽
川
の
流
水
は
、

油
島
・
松
之
木
間
で
の
杭
出
し
猿
尾
に
よ
っ
て
揖

斐
川
へ
の
流
入
を
阻
止
さ
れ
、
必
然
的
に
東
に
位

置
す
る
立
田
輪
中
南
端
に
押
し
寄
せ
、
二
筋
の
猿

尾
周
辺
に
土
砂
を
堆
積
さ
せ
、
立
田
輪
中
の
排
水

を
阻
害
す
る
恐
れ
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
宝
暦
治
水
工
事
の
為
替
（
補
償
工
事
）

と
し
て
、
又
右
衛
門
新
田
猿
尾
が
長
さ
三
〇
〇
間

に
、
梶
島
猿
尾
が
長
さ
一
五
〇
間
に
延
長
さ
れ
ま

し
た
。

　
次
ペ
ー
ジ
の
表
は
、
元
禄
元
（
一
六
八
八
）
年

～
一
八
八
四
（
明
治
十
六
）
年
五
月
ま
で
の
二
百

年
近
く
に
亘
る
鼻
毛
猿
尾
に
関
す
る
出
来
事
を

『
立
田
町
史
』
よ
り
整
理
し
た
も
の
で
す
。

　
同
表
よ
り
、
油
島
締
切
堤
に
関
わ
る
工
事
と
共
に

鼻
毛
猿
尾
が
伸
延
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
次
ペ
ー
ジ
の
絵
図
は
、
文
政
二
（
一
八
一
九
）

年
五
月
に
、
立
田
・
神
明
輪
中
と
他
の
五
輪
中
一

三
二
ヶ
村
が
本
阿
弥
・
金
廻
・
長
島
輪
中
を
は
じ

め
大
垣
・
桑
名
領
の
二
四
二
ヶ
村
に
よ
る
前
年
に

猿尾先継他規定外取繕に付立田神明津両輪中より見分

願関係絵図 <岐阜歴史資料館蔵 2.05-2-15-4>

「油島締切堤と鼻毛猿尾」<輪中の郷蔵 >

梶島・又右衛門新田猿尾に関する騒動等の経緯

愛西市森川町梶島に現存する梶島猿尾（鼻毛猿尾）の残存部

え
ん
き
ょ
う

こ
う
　

し
　

い
り

げ
ん

ろ
く

し
お

よ
け

ほ
う

れ
き

ぶ
ん

せ
い
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一
．
猿
尾
の
建
設

　
木
曽
川
と
佐
屋
川
が
輸
送
す
る
膨
大
な
土
砂
が

立
田
輪
中
南
端
部
の
杁
周
辺
に
堆
積
し
、
輪
中
内

の
悪
水
排
水
を
阻
害
す
る
た
め
、
宝
暦
治
水
以
前

の
元
禄
元
（
一
六
八
八
）
年
に
、
長
さ
九
十
六
間

（
一
七
五
ｍ
）
余
り
の
潮
除
猿
尾
が
又
右
衛
門
新

田
に
完
成
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
後
、
又
右
衛
門
新
田
東
側
の
梶
島
に
、
長

さ
八
十
間
の
猿
尾
が
、
梶
島
の
東
側
を
流
れ
る
佐

屋
川
の
導
流
堤
の
よ
う
に
設
置
さ
れ
、
又
右
衛
門

新
田
猿
尾
は
百
間
に
先
継
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
東
西
二
基
の
猿
尾
は
、
そ
の
形
状
か
ら

「
鼻
毛
猿
尾
」
と
呼
称
さ
れ
、
猿
尾
間
の
間
隔
は

五
・
六
町
（
一
町
＝
約
一
〇
九
ｍ
）
も
あ
り
ま
し
た
。

二
．
油
島
の
締
切
堤
と

　

鼻
毛
猿
尾
の
伸
延

　
油
島
新
田
と
長
島
輪
中
北
端
部
の
松
之
木
の
間

は
、
長
さ
一
，
〇
九
〇
間
（
一
，
九
八
四
ｍ
）
開
き
、

長
良
川
を
合
流
し
た
木
曽
川
の
流
れ
は
河
床
の
低

寮
の
官
員
を
入
れ
た
話
し
合
い
で
、
な
ぜ
か
「
洗

堰
の
長
さ
一
六
四
間
（
二
九
八
ｍ
。
原
型
よ
り
六

十
六
間
短
縮
）
」
等
で
解
決
し
て
い
ま
す
。

　
上
記
の
よ
う
に
、
尾
張
側
が
鼻
毛
猿
尾
を
先
継

し
て
木
曽
川
の
流
勢
を
減
じ
る
工
事
を
行
う
と
、

濃
州
・
勢
州
（
岐
阜
・
三
重
県
）
側
は
、
喰
違
堰

や
洗
堰
を
細
工
し
て
、
木
曽
川
か
ら
揖
斐
川
へ
の

流
入
量
を
減
ら
す
こ
と
を
画
策
し
ま
し
た
。

三
．
明
治
十
年
代
の

　

内
務
省
と
県
の
立
場

　
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
十
月
、
デ
・
レ
イ

ケ
は
木
曽
川
下
流
改
修
計
画
を
命
じ
ら
れ
、
明
治

行
っ
た
自
普
請
に
よ
る
締
切
堤
と
左
岸
側
へ
の
不

正
工
事
を
訴
え
た
際
の
も
の
で
す
。

　
同
図
は
、
木
曽
川
通
り
へ
の
猿
尾
二
基
の
先
端

（
上
流
側
の
「
出
し
猿
尾
北
」
の
二
間
、
下
流
側

の
「
玄
番
出
し
刎
ね
猿
尾
」
の
四
間
）
と
揖
斐
川

通
り
の
猿
尾
一
基
（
三
間
）
の
先
端
が
、
「
新
規

石
枠
」
で
先
継
さ
れ
、
さ
ら
に
喰
違
堰
に
大
石
が

捨
石
さ
れ
た
こ
と
を
赤
色
で
示
し
て
い
ま
す
。

　
文
政
二
（
一
八
一
九
）
年
十
二
月
、
こ
の
争
い

は
、
木
曽
川
の
流
れ
を
妨
げ
る
二
基
の
猿
尾
を
取

り
除
き
、
一
方
、
揖
斐
川
側
に
猿
尾
を
二
十
間
先

継
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
食
違
堰
の
深
さ
を
定
水
八

尺
五
寸
（
二
・
六
ｍ
）
、
長
さ
五
十
間
、
外
法
間

の
幅
十
二
間
、
洗
堰
の
長
さ
二
三
〇
間
（
四
一
九

ｍ
）
な
ど
を
明
記
し
て
、
合
意
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
洗
堰
の
長
さ
が
短
縮
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
争
い
も
発
生
し
て
い
ま
し
た
。
明
治
八
（
一
八

七
六
）
年
十
二
月
、
立
田
輪
中
民
は
岐
阜
県
と
三

重
県
側
が
長
さ
二
三
〇
間
の
洗
堰
を
修
繕
し
た

（
明
治
三
（
一
八
七
一
）
年
の
修
繕
時
に
五
・
六

間
短
く
し
た
よ
う
で
す
）
問
題
で
、
愛
知
県
に
岐

阜
・
三
重
両
県
と
掛
け
あ
う
よ
う
要
望
し
て
い
ま

す
。
こ
の
問
題
は
、
翌
明
治
九
（
一
八
七
七
）
年

十
二
月
、
愛
知
県
と
両
二
県
さ
ら
に
内
務
省
土
木

で
木
曽
川
で
は
笠
松
下
流
、
長
良
川
で
は
岐
阜
下

流
、
揖
斐
川
で
は
大
垣
下
流
で
完
成
し
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
愛
知
県
は
、
内
務
省
の
土
木
出
張
所

が
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
に
八
神
（
羽
島
市

桑
原
町
八
神
）
か
ら
羽
島
郡
竹
鼻
村
（
羽
島
市
竹

鼻
町
）
に
移
転
し
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
要
望
し

て
い
る
立
田
輪
中
の
悪
水
排
水
改
良
工
事
の
計
画

が
長
年
行
わ
れ
な
い
こ
と
に
痺
れ
を
切
ら
し
て
い

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
内
務
省
か
ら
の
通
達
が
出
さ
れ
た
一

週
間
ほ
ど
後
の
七
月
十
五
日
～
十
八
日
の
間
に
連

続
降
雨
量
三
一
八
㎜
を
記
録
す
る
洪
水
が
発
生
し

ま
し
た
。
木
曽
川
は
平
水
よ
り
二
十
尺
（
約
六
ｍ
）

四
．
又
右
衛
門
新
田
と
梶
島
の

　

猿
尾
建
設
に
関
す
る
新
聞
記
事

　
こ
こ
で
、
猿
尾
継
足
し
に
関
す
る
騒
動
の
経
緯

を
、
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
の
新
聞
記
事
や

電
報
か
ら
見
て
い
き
ま
す
。

①
明
治
十
七
年
九
月
十
六
日
　
黒
川
土
木
課
長
と

石
井
七
等
属
が
、
十
九
日
～
二
十
一
日
ま
で
立

田
輪
中
水
利
土
功
会
に
出
張
。

②
東
京
出
張
中
の
愛
知
県
の
岩
本
六
等
属
か
ら
、

県
令
国
貞
へ
の
電
報
。
（
日
付
が
不
明
だ
が
電
文

よ
り
十
月
二
十
三
日
以
前
と
推
定
）

　「
又
右
衛
門
猿
尾
継
足
し
工
事
に
つ
き

　（
中

略
）
　土
木
局
へ
参
り
た
る
と
こ
ろ

　工
師
も
す

ぐ
に
出
頭

　上
局
に
お
い
て
右
工
事
に
つ
き
工

師
よ
り
意
見
を
述
べ
た
る
趣
に
つ
き

　中
村
書

記
官
へ
拝
謁
を
こ
い
た
る
に

　同
官
よ
り

　今

三
日
ほ
ど
た
つ
と

　局
長
よ
り
私
を
呼
び
出
し

　又
右
衛
門
猿
尾
工
事
に
つ
き

　申
し
渡
す
べ

く
儀
あ
る
に
よ
り

　そ
れ
ま
で
宿
に
待
ち
お
れ

よ
と
申
し
聞
け
ら
れ
た
り
」

③
十
月
二
十
三
日
　
東
京
在
京
の
愛
知
県
令
国
貞

か
ら
、
愛
知
県
野
村
大
書
記
官
へ
の
電
報
。

　「
猿
尾
工
事
厳
重
に
差
し
止
め
ら
れ
る
べ
し

　

委
細
は
木
村
に
含
め
て
帰
県
せ
し
む
」

④
十
月
二
十
四
日
　
内
務
省
は
、
立
田
輪
中
へ
猿

尾
継
足
し
工
事
の
中
止
を
決
定
。

⑤
十
月
二
十
五
日
　
高
須
輪
中
と
三
重
県
下
の
付

近
住
民
一
，
五
・
六
〇
〇
人
が
集
り
、
警
察
も
出

動
す
る
大
混
乱
と
な
っ
た
。
大
騒
乱
の
原
因
は
、

五
・
六
日
前
に
完
成
し
た
鼻
毛
猿
尾
の
継
足
し

後
、
従
来
千
間
ほ
ど
の
長
さ
の
猿
尾
が
八
〇
〇

間
延
び
て
お
り
、
岐
阜
・
三
重
県
の
付
近
住
民

は
猿
尾
を
従
来
の
長
さ
に
戻
す
よ
う
に
要
求
。

⑥
十
月
二
十
六
日
　
二
十
四
日
夜
十
時
頃
、
立
田

輪
中
の
農
民
八
・
九
〇
名
が
愛
知
県
庁
に
押
し

掛
け
、
「
中
山
新
田
先
ま
で
継
足
し
た
梶
島
猿
尾

の
撤
去
は
で
き
な
い
」
と
黒
川
課
長
へ
の
面
会

を
求
め
た
。

⑦
十
一
月
二
日
　
山
県
有
朋
内
務
卿
よ
り
、
旧
に

復
す
る
よ
う
電
報
が
あ
っ
た
。

⑧
十
一
月
五
日
　
黒
川
課
長
が
、
病
気
に
よ
り
辞

表
を
提
出
（
進
退
伺
い
の
風
説
も
あ
り
）
。

⑨
十

一

月

十

三

日
　
デ
・
レ

イ

ケ

か

ら

エ

ッ

シ
ャ
ー
へ
の
手
紙 

　『
私
は
明
後
日
ま
た
、
美
濃
の
五
つ
の
緊
急
問

題
解
決
の
た
め
に
美
濃
へ
行
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　中
略

　そ
の
問
題
の
一
つ
は
、
木
曽
川
を
は

さ
ん
だ
尾
張
【
愛
知
県
】
と
伊
勢
【
三
重
県
】

の
農
民
の
【
治
水
に
関
す
る
】
き
び
し
い
言
い

争
い
で
す
。

　彼
等
は
、
か
な
り
ひ
ど
い
殴
り
合
い
の
喧
嘩

を
し
ま
し
た
。【
新
聞
に
よ
る
と
】
私
達
の
職

員
、
県
や
警
察
の
人
達
が
一
緒
に
な
っ
て
、【
争

い
を
仲
介
し
】【
両
県
の
】
住
民
は
静
か
に
な
り

ま
し
た
。
私
は
あ
そ
こ
で
【
愛
知
県
と
三
重
県

の
間
に
立
っ
て
】、
内
務
省
の
代
理
と
し
て
調
停

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　そ
れ
【
両
県
の
言
い
争
い
】
は
、
す
で
に
一

度
な
ら
ず
起
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
【
私
が
仲
介

し
た
】
時
、
双
方
が
【
お
互
い
に
】
彼
等
の
意

向
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
後
略
』

（【

　】
は
訳
者
加
筆
）

⑩
十
一
月
二
十
六
日
　
デ
・
レ
イ
ケ
の
木
曽
川
巡

検
に
つ
き
、
愛
知
県
令
国
貞
も
出
張
。

⑪
十
二
月
六
日
　
猿
尾
は
継
足
し
以
前
の
旧
態
に

築
造
す
る
こ
と
に
な
り
、
有
力
者
の
青
樹
（
英

二
）
、
真
野
、
佐
野
三
名
が
愛
知
県
庁
に
請
願
。

⑫
明
治
十
八
年
一
月
七
日
　
国
貞
が
危
篤
状
態
。

⑬
一
月
二
十
日
　
十
八
日
に
肺
炎
に
罹
っ
て
い
た

国
貞
が
死
去
。

五
．
お
わ
り
に

　
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
七
月
八
日
付
の
内

務
省
の
通
達
に
よ
っ
て
、
十
月
に
は
完
成
し
て
い

た
猿
尾
継
足
を
、
十
一
月
初
旬
に
は
山
県
内
務
卿

か
ら
旧
に
復
す
る
よ
う
に
厳
命
が
あ
り
、
十
一
月

後
旬
に
は
デ
・
レ
イ
ケ
も
こ
の
問
題
で
立
田
地
区

に
出
向
い
て
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
立
田
輪
中
の
排
水
問
題
に
当
初
か
ら
関

わ
っ
た
黒
川
は
、
翌
明
治
十
八
（
一
八
八
五
）
年

一
月
二
十
日
に
引
き
立
て
て
く
れ
た
国
貞
と
死
別

し
、
同
年
三
月
に
愛
知
県
職
を
辞
し
ま
し
た
。

　
な
お
黒
川
の
辞
職
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
「
立

田
輪
中
の
工
役
を
議
し
、
諧
は
ず
し
て
罷
め
る
」

や
「
当
時
、
国
と
所
管
区
分
が
明
確
で
な
か
っ
た

木
曽
川
筋
で
、
治
愿
が
実
施
し
た
工
事
が
岐
阜
県

側
を
刺
激
し
一
大
騒
動
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
に

対
す
る
引
責
と
み
ら
れ
る
」
等
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
黒
川
の
病
没
二
年
後
の
明
治
三
十
二
（
一
八
九

九
）
年
に
政
秀
寺
（
中
区
栄
）
に
建
て
ら
れ
た
「
頌

徳
碑
」
は
、
後
に
千
種
区
の
平
和
公
園
に
移
設
さ

れ
て
い
ま
す
。

十
九
（
一
八
八
六
）
年
に
計
画
が
完
成
し
、
翌
明

治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
四
月
か
ら
木
曽
川
下
流

改
修
工
事
が
着
手
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
時
、
内
務
省
は
木
曽
川
改
修
工
事
と
の
調

整
を
図
り
、
工
事
の
重
複
や
手
直
し
を
無
く
す
た

め
、
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
七
月
八
日
付
で
、

愛
知
・
岐
阜
・
三
重
の
三
県
に
対
し
て
、
従
来
各

県
が
木
曽
川
筋
で
施
工
し
て
き
た
工
事
に
つ
い
て

は
、
必
ず
事
前
に
土
木
局
出
張
所
と
協
議
す
る
よ

う
に
下
達
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
改
修
工
事
の
基
礎
資
料
と
な
る
木
曽
三

川
の
測
量
は
、
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
に
開
始

さ
れ
、
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
十
二
月
時
点

　
弥
富
市
五
明
町
に
、
美
濃
（
岐
阜
県
）
・
伊
勢
（
三
重
県
）
と

尾
張
（
愛
知
県
）
と
で
長
く
騒
動
の
原
因
と
な
っ
た
梶
島
猿
尾

の
一
部
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
二
基
の
長
い
猿
尾
が
、
五
明
輪
中
（
五
明
町
）
の
北
に
位
置

す
る
立
田
輪
中
南
端
部
の
木
曽
川
に
面
し
た
又
右
衛
門
新
田
と

佐
屋
川
が
木
曽
川
に
流
れ
込
む
川
中
の
梶
島
か
ら
川
中
へ
伸
び

て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
二
基
の
猿
尾
の
建
設
経
緯
は
、
単
に
立
田
輪
中
の
排
水

改
良
史
を
物
語
る
だ
け
で
は
な
く
、
御
手
伝
普
請
に
よ
る
益
村

と
損
村
と
の
果
て
し
な
い
争
い
の
歴
史
で
も
あ
り
、
明
治
改
修

直
前
に
は
岐
阜
・
三
重
県
と
愛
知
県
、
さ
ら
に
国
（
内
務
省
）

を
も
巻
き
込
ん
だ
騒
動
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
稿
で
は
、
又
右
衛
門
新
田
と
梶
島
に
造
ら
れ
た
二
基
の
猿

尾
に
つ
い
て
、
江
戸
期
に
お
け
る
継
足
し
経
緯
、
さ
ら
に
明
治

改
修
直
前
に
発
生
し
た
騒
動
に
つ
い
て
触
れ
て
い
き
ま
す
。

中部地域の河川遺産　第三編

下流改修に見る鼻毛猿尾の
伸延と諸問題

い
揖
斐
川
へ
と
流
れ
込
み
、
揖
斐
川
筋
は
洪
水
被

害
に
苦
し
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
延
亨
四
（
一

七
四
七
）
年
の
奥
州
二
本
松
藩
の
御
手
伝
い
普
請

を
嚆
矢
に
、
木
曽
三
川
の
御
手
伝
い
普
請
が
幕
末

ま
で
に
十
六
回
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
延
享
の
工
事
は
、
木
曽
川
右
岸
の
石
田
村
（
羽
島

市
下
中
町
石
田
）
で
流
水
を
左
岸
側
の
佐
屋
川
に
刎

ね
て
木
曽
川
の
水
量
を
減
ら
し
、
さ
ら
に
木
曽
川
下

流
部
の
油
島
・
松
之
木
間
の
開
口
部
一
，
〇
九
〇
間

に
、
油
島
か
ら
下
流
側
に
一
五
〇
間
（
二
七
三
ｍ
）

と
松
之
木
か
ら
上
流
側
に
三
十
間
（
五
十
五
ｍ
）
の

杭
出
し
猿
尾
を
設
け
て
、
木
曽
川
か
ら
揖
斐
川
へ
の

流
入
量
を
減
少
さ
せ
る
試
み
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
宝
暦
四
（
一
七
五
四
）
年
の
宝
暦
治

水
工
事
の
第
二
期
工
事
（
同
年
九
月
二
十
四
日
開

始
）
で
、
油
島
新
田
か
ら
長
さ
五
〇
〇
間
（
九
一

〇
ｍ
）
、
松
之
木
か
ら
長
さ
二
〇
〇
間
（
三
六
四

ｍ
）
の
杭
出
し
猿
尾
で
流
れ
を
分
か
ち
、
真
ん
中

三
〇
〇
間
（
五
四
六
ｍ
）
を
舟
通
し
と
し
、
木
曽

川
か
ら
揖
斐
川
へ
の
流
勢
を
弱
め
る
工
事
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
木
曽
川
の
流
水
は
、

油
島
・
松
之
木
間
で
の
杭
出
し
猿
尾
に
よ
っ
て
揖

斐
川
へ
の
流
入
を
阻
止
さ
れ
、
必
然
的
に
東
に
位

置
す
る
立
田
輪
中
南
端
に
押
し
寄
せ
、
二
筋
の
猿

尾
周
辺
に
土
砂
を
堆
積
さ
せ
、
立
田
輪
中
の
排
水

を
阻
害
す
る
恐
れ
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
宝
暦
治
水
工
事
の
為
替
（
補
償
工
事
）

と
し
て
、
又
右
衛
門
新
田
猿
尾
が
長
さ
三
〇
〇
間

に
、
梶
島
猿
尾
が
長
さ
一
五
〇
間
に
延
長
さ
れ
ま

し
た
。

　
次
ペ
ー
ジ
の
表
は
、
元
禄
元
（
一
六
八
八
）
年

～
一
八
八
四
（
明
治
十
六
）
年
五
月
ま
で
の
二
百

年
近
く
に
亘
る
鼻
毛
猿
尾
に
関
す
る
出
来
事
を

『
立
田
町
史
』
よ
り
整
理
し
た
も
の
で
す
。

　
同
表
よ
り
、
油
島
締
切
堤
に
関
わ
る
工
事
と
共
に

鼻
毛
猿
尾
が
伸
延
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
次
ペ
ー
ジ
の
絵
図
は
、
文
政
二
（
一
八
一
九
）

年
五
月
に
、
立
田
・
神
明
輪
中
と
他
の
五
輪
中
一

三
二
ヶ
村
が
本
阿
弥
・
金
廻
・
長
島
輪
中
を
は
じ

め
大
垣
・
桑
名
領
の
二
四
二
ヶ
村
に
よ
る
前
年
に

猿尾先継他規定外取繕に付立田神明津両輪中より見分

願関係絵図 <岐阜歴史資料館蔵 2.05-2-15-4>

「油島締切堤と鼻毛猿尾」<輪中の郷蔵 >

梶島・又右衛門新田猿尾に関する騒動等の経緯

愛西市森川町梶島に現存する梶島猿尾（鼻毛猿尾）の残存部

え
ん
き
ょ
う

こ
う
　

し
　

い
り

げ
ん

ろ
く

し
お

よ
け

ほ
う

れ
き

ぶ
ん

せ
い
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高
く
、
下
流
域
で
二
〇
〇
ヶ
所
近
く
が
決
壊
し
、

立
田
輪
中
で
も
堤
防
の
各
所
に
損
傷
が
発
生
し
ま

し
た
。

　
木
曽
川
左
岸
の
尾
張
側
は
、
「
御
囲
堤
」
に
守

ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
立
田
輪
中
は
「
御
囲
堤
」

の
堤
外
地
に
位
置
し
、
明
治
維
新
後
に
岐
阜
県
が

徐
々
に
進
行
さ
せ
る
堤
防
強
化
に
、
愛
知
県
側
は

危
機
感
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
大
正
八
（
一

九
二
二
）
年
頃
に
は
、
笠
松
か
ら
犬
山
ま
で
の
木

曽
川
右
岸
堤
は
、
江
戸
時
代
と
は
逆
に
左
岸
側
よ

り
三
尺
も
高
い
所
が
あ
る
ほ
ど
強
化
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
七
月
の
洪
水
被
害

を
契
機
に
、
立
田
輪
中
で
は
堤
防
補
強
の
気
運
が

一
気
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
同
年
九
月
、
土
木
課
長
黒
川
治
愿
は
、
七
月
八

日
の
内
務
省
の
通
達
に
従
い
、
『
将
来
、
内
務
省

が
木
曽
川
工
事
を
す
る
際
に
邪
魔
に
な
る
な
ら

ば
、
速
や
か
に
旧
に
復
す
る
か
ら
、
又
右
衛
門
新

田
猿
尾
を
中
山
新
田
（
国
道
一
号
線
南
の
弥
富
市

中
山
町
）
に
接
続
し
、
ま
た
、
梶
島
猿
尾
を
中
山

新
田
ま
で
伸
ば
し
て
、
木
曽
・
佐
屋
川
か
ら
の
流

勢
を
防
ぐ
』
こ
と
を
記
し
た
内
務
省
へ
の
伺
い
文

書
を
愛
知
県
の
野
村
大
書
記
官
に
提
出
し
て
い
ま

す
。

　
立
田
輪
中
水
利
土
功
会
は
、
明
治
十
七
（
一
八

八
四
）
年
九
月
十
九
日
か
ら
の
会
議
に
引
き
続

き
、
九
月
二
十
三
日
の
臨
時
立
田
輪
中
水
利
土
功

会
で
、
又
右
衛
門
猿
尾
に
八
〇
〇
間
継
足
し
て
中

山
新
田
の
分
水
（
弥
富
市
中
山
町
分
水
）
に
接
続

し
、
梶
島
猿
尾
に
六
〇
〇
間
継
足
す
こ
と
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
両
猿
尾
工
事
の
負
担
金
は
原
案
の
倍
の
八
，
九

三
〇
円

二
〇
銭
（
又

右

衛

門

猿

尾

工

費

約

七

十

二
％
、
梶
島
猿
尾
工
費
約
二
十
八
％
）
に
修
正
さ

れ
、
一
反
（
約
一
，
〇
〇
〇
㎡
）
辺
り
の
負
担
金
を

〇
．
四
七
九
三
四
五
円
（
一
，
八
六
三
町
歩×

〇
．
四

七
九
三
四
五
円
／
反
＝
八
，
九
三
〇
円
二
〇
銭
）

と
す
る
こ
と
、
ま
た
地
方
税
か
ら
も
負
担
金
と
同

額
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
ま
し
た
。

四
．
又
右
衛
門
新
田
と
梶
島
の

　

猿
尾
建
設
に
関
す
る
新
聞
記
事

　
こ
こ
で
、
猿
尾
継
足
し
に
関
す
る
騒
動
の
経
緯

を
、
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
の
新
聞
記
事
や

電
報
か
ら
見
て
い
き
ま
す
。

①
明
治
十
七
年
九
月
十
六
日
　
黒
川
土
木
課
長
と

石
井
七
等
属
が
、
十
九
日
～
二
十
一
日
ま
で
立

田
輪
中
水
利
土
功
会
に
出
張
。

②
東
京
出
張
中
の
愛
知
県
の
岩
本
六
等
属
か
ら
、

県
令
国
貞
へ
の
電
報
。
（
日
付
が
不
明
だ
が
電
文

よ
り
十
月
二
十
三
日
以
前
と
推
定
）

　「
又
右
衛
門
猿
尾
継
足
し
工
事
に
つ
き

　（
中

略
）
　土
木
局
へ
参
り
た
る
と
こ
ろ

　工
師
も
す

ぐ
に
出
頭

　上
局
に
お
い
て
右
工
事
に
つ
き
工

師
よ
り
意
見
を
述
べ
た
る
趣
に
つ
き

　中
村
書

記
官
へ
拝
謁
を
こ
い
た
る
に

　同
官
よ
り

　今

三
日
ほ
ど
た
つ
と

　局
長
よ
り
私
を
呼
び
出
し

　又
右
衛
門
猿
尾
工
事
に
つ
き

　申
し
渡
す
べ

く
儀
あ
る
に
よ
り

　そ
れ
ま
で
宿
に
待
ち
お
れ

よ
と
申
し
聞
け
ら
れ
た
り
」

③
十
月
二
十
三
日
　
東
京
在
京
の
愛
知
県
令
国
貞

か
ら
、
愛
知
県
野
村
大
書
記
官
へ
の
電
報
。

　「
猿
尾
工
事
厳
重
に
差
し
止
め
ら
れ
る
べ
し

　

委
細
は
木
村
に
含
め
て
帰
県
せ
し
む
」

④
十
月
二
十
四
日
　
内
務
省
は
、
立
田
輪
中
へ
猿

尾
継
足
し
工
事
の
中
止
を
決
定
。

⑤
十
月
二
十
五
日
　
高
須
輪
中
と
三
重
県
下
の
付

近
住
民
一
，
五
・
六
〇
〇
人
が
集
り
、
警
察
も
出

動
す
る
大
混
乱
と
な
っ
た
。
大
騒
乱
の
原
因
は
、

五
・
六
日
前
に
完
成
し
た
鼻
毛
猿
尾
の
継
足
し

後
、
従
来
千
間
ほ
ど
の
長
さ
の
猿
尾
が
八
〇
〇

間
延
び
て
お
り
、
岐
阜
・
三
重
県
の
付
近
住
民

は
猿
尾
を
従
来
の
長
さ
に
戻
す
よ
う
に
要
求
。

⑥
十
月
二
十
六
日
　
二
十
四
日
夜
十
時
頃
、
立
田

輪
中
の
農
民
八
・
九
〇
名
が
愛
知
県
庁
に
押
し

掛
け
、
「
中
山
新
田
先
ま
で
継
足
し
た
梶
島
猿
尾

の
撤
去
は
で
き
な
い
」
と
黒
川
課
長
へ
の
面
会

を
求
め
た
。

⑦
十
一
月
二
日
　
山
県
有
朋
内
務
卿
よ
り
、
旧
に

復
す
る
よ
う
電
報
が
あ
っ
た
。

⑧
十
一
月
五
日
　
黒
川
課
長
が
、
病
気
に
よ
り
辞

表
を
提
出
（
進
退
伺
い
の
風
説
も
あ
り
）
。

⑨
十

一

月

十

三

日
　
デ
・
レ

イ

ケ

か

ら

エ

ッ

シ
ャ
ー
へ
の
手
紙 

　『
私
は
明
後
日
ま
た
、
美
濃
の
五
つ
の
緊
急
問

題
解
決
の
た
め
に
美
濃
へ
行
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　中
略

　そ
の
問
題
の
一
つ
は
、
木
曽
川
を
は

さ
ん
だ
尾
張
【
愛
知
県
】
と
伊
勢
【
三
重
県
】

の
農
民
の
【
治
水
に
関
す
る
】
き
び
し
い
言
い

争
い
で
す
。

　彼
等
は
、
か
な
り
ひ
ど
い
殴
り
合
い
の
喧
嘩

を
し
ま
し
た
。【
新
聞
に
よ
る
と
】
私
達
の
職

員
、
県
や
警
察
の
人
達
が
一
緒
に
な
っ
て
、【
争

い
を
仲
介
し
】【
両
県
の
】
住
民
は
静
か
に
な
り

ま
し
た
。
私
は
あ
そ
こ
で
【
愛
知
県
と
三
重
県

の
間
に
立
っ
て
】、
内
務
省
の
代
理
と
し
て
調
停

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　そ
れ
【
両
県
の
言
い
争
い
】
は
、
す
で
に
一

度
な
ら
ず
起
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
【
私
が
仲
介

し
た
】
時
、
双
方
が
【
お
互
い
に
】
彼
等
の
意

向
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
後
略
』

（【

　】
は
訳
者
加
筆
）

⑩
十
一
月
二
十
六
日
　
デ
・
レ
イ
ケ
の
木
曽
川
巡

検
に
つ
き
、
愛
知
県
令
国
貞
も
出
張
。

⑪
十
二
月
六
日
　
猿
尾
は
継
足
し
以
前
の
旧
態
に

築
造
す
る
こ
と
に
な
り
、
有
力
者
の
青
樹
（
英

二
）
、
真
野
、
佐
野
三
名
が
愛
知
県
庁
に
請
願
。

⑫
明
治
十
八
年
一
月
七
日
　
国
貞
が
危
篤
状
態
。

⑬
一
月
二
十
日
　
十
八
日
に
肺
炎
に
罹
っ
て
い
た

国
貞
が
死
去
。

五
．
お
わ
り
に

　
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
七
月
八
日
付
の
内

務
省
の
通
達
に
よ
っ
て
、
十
月
に
は
完
成
し
て
い

た
猿
尾
継
足
を
、
十
一
月
初
旬
に
は
山
県
内
務
卿

か
ら
旧
に
復
す
る
よ
う
に
厳
命
が
あ
り
、
十
一
月

後
旬
に
は
デ
・
レ
イ
ケ
も
こ
の
問
題
で
立
田
地
区

に
出
向
い
て
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
立
田
輪
中
の
排
水
問
題
に
当
初
か
ら
関

わ
っ
た
黒
川
は
、
翌
明
治
十
八
（
一
八
八
五
）
年

一
月
二
十
日
に
引
き
立
て
て
く
れ
た
国
貞
と
死
別

し
、
同
年
三
月
に
愛
知
県
職
を
辞
し
ま
し
た
。

　
な
お
黒
川
の
辞
職
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
「
立

田
輪
中
の
工
役
を
議
し
、
諧
は
ず
し
て
罷
め
る
」

や
「
当
時
、
国
と
所
管
区
分
が
明
確
で
な
か
っ
た

木
曽
川
筋
で
、
治
愿
が
実
施
し
た
工
事
が
岐
阜
県

側
を
刺
激
し
一
大
騒
動
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
に

対
す
る
引
責
と
み
ら
れ
る
」
等
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
黒
川
の
病
没
二
年
後
の
明
治
三
十
二
（
一
八
九

九
）
年
に
政
秀
寺
（
中
区
栄
）
に
建
て
ら
れ
た
「
頌

徳
碑
」
は
、
後
に
千
種
区
の
平
和
公
園
に
移
設
さ

れ
て
い
ま
す
。

■
参
考
資
料

　
『
新
編
立
田
村
史
　

通
史
』　
立
田
村
　
一
九
九
六
年

　
『
新
編
立
田
村
史
　

資
料
』　
立
田
村
　
一
九
九
九
年

　
『
岐
阜
県
治
水
史
　

下
巻
』　
岐
阜
県
　
一
九
八
一
年

　
『
デ
・
レ
イ
ケ
か
ら
エ
ッ
シ
ャ
ー
へ
の
手
紙
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ッ
シ
ャ
ー
家
文
書

　
『
名
古
屋
市
史
人
物
編
第
一
　

復
刻
版
』

　
　
　
　
　
　
　
名
古
屋
市
役
所
編
　
一
九
八
一
年

　
『
明
治
初
期
の
愛
知
県
土
木
事
情
と
黒
川
治
愿
』

　
　
　
　
　
山
本
一
彦
　
土
木
史
研
究
第
十
一
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
一
年

十
九
（
一
八
八
六
）
年
に
計
画
が
完
成
し
、
翌
明

治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
四
月
か
ら
木
曽
川
下
流

改
修
工
事
が
着
手
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
時
、
内
務
省
は
木
曽
川
改
修
工
事
と
の
調

整
を
図
り
、
工
事
の
重
複
や
手
直
し
を
無
く
す
た

め
、
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
七
月
八
日
付
で
、

愛
知
・
岐
阜
・
三
重
の
三
県
に
対
し
て
、
従
来
各

県
が
木
曽
川
筋
で
施
工
し
て
き
た
工
事
に
つ
い
て

は
、
必
ず
事
前
に
土
木
局
出
張
所
と
協
議
す
る
よ

う
に
下
達
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
改
修
工
事
の
基
礎
資
料
と
な
る
木
曽
三

川
の
測
量
は
、
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
に
開
始

さ
れ
、
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
十
二
月
時
点

い
揖
斐
川
へ
と
流
れ
込
み
、
揖
斐
川
筋
は
洪
水
被

害
に
苦
し
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
延
亨
四
（
一

七
四
七
）
年
の
奥
州
二
本
松
藩
の
御
手
伝
い
普
請

を
嚆
矢
に
、
木
曽
三
川
の
御
手
伝
い
普
請
が
幕
末

ま
で
に
十
六
回
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
延
享
の
工
事
は
、
木
曽
川
右
岸
の
石
田
村
（
羽
島

市
下
中
町
石
田
）
で
流
水
を
左
岸
側
の
佐
屋
川
に
刎

ね
て
木
曽
川
の
水
量
を
減
ら
し
、
さ
ら
に
木
曽
川
下

流
部
の
油
島
・
松
之
木
間
の
開
口
部
一
，
〇
九
〇
間

に
、
油
島
か
ら
下
流
側
に
一
五
〇
間
（
二
七
三
ｍ
）

と
松
之
木
か
ら
上
流
側
に
三
十
間
（
五
十
五
ｍ
）
の

杭
出
し
猿
尾
を
設
け
て
、
木
曽
川
か
ら
揖
斐
川
へ
の

流
入
量
を
減
少
さ
せ
る
試
み
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
宝
暦
四
（
一
七
五
四
）
年
の
宝
暦
治

水
工
事
の
第
二
期
工
事
（
同
年
九
月
二
十
四
日
開

始
）
で
、
油
島
新
田
か
ら
長
さ
五
〇
〇
間
（
九
一

〇
ｍ
）
、
松
之
木
か
ら
長
さ
二
〇
〇
間
（
三
六
四

ｍ
）
の
杭
出
し
猿
尾
で
流
れ
を
分
か
ち
、
真
ん
中

三
〇
〇
間
（
五
四
六
ｍ
）
を
舟
通
し
と
し
、
木
曽

川
か
ら
揖
斐
川
へ
の
流
勢
を
弱
め
る
工
事
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
木
曽
川
の
流
水
は
、

油
島
・
松
之
木
間
で
の
杭
出
し
猿
尾
に
よ
っ
て
揖

斐
川
へ
の
流
入
を
阻
止
さ
れ
、
必
然
的
に
東
に
位

置
す
る
立
田
輪
中
南
端
に
押
し
寄
せ
、
二
筋
の
猿

尾
周
辺
に
土
砂
を
堆
積
さ
せ
、
立
田
輪
中
の
排
水

を
阻
害
す
る
恐
れ
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
宝
暦
治
水
工
事
の
為
替
（
補
償
工
事
）

と
し
て
、
又
右
衛
門
新
田
猿
尾
が
長
さ
三
〇
〇
間

に
、
梶
島
猿
尾
が
長
さ
一
五
〇
間
に
延
長
さ
れ
ま

し
た
。

　
次
ペ
ー
ジ
の
表
は
、
元
禄
元
（
一
六
八
八
）
年

～
一
八
八
四
（
明
治
十
六
）
年
五
月
ま
で
の
二
百

年
近
く
に
亘
る
鼻
毛
猿
尾
に
関
す
る
出
来
事
を

『
立
田
町
史
』
よ
り
整
理
し
た
も
の
で
す
。

　
同
表
よ
り
、
油
島
締
切
堤
に
関
わ
る
工
事
と
共
に

鼻
毛
猿
尾
が
伸
延
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
次
ペ
ー
ジ
の
絵
図
は
、
文
政
二
（
一
八
一
九
）

年
五
月
に
、
立
田
・
神
明
輪
中
と
他
の
五
輪
中
一

三
二
ヶ
村
が
本
阿
弥
・
金
廻
・
長
島
輪
中
を
は
じ

め
大
垣
・
桑
名
領
の
二
四
二
ヶ
村
に
よ
る
前
年
に

平
和
公
園
に
あ
る
黒
川
治
愿
の
「
頌
徳
碑
」

は
る

よ
し
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高
須
藩
は
「
定
府
」
の
大
名
か
？

　
御
三
家
尾
張
徳
川
家
の
連
枝
高
須
松
平
家

（
高
須
藩
）
は
三
万
石
の
小
大
名
で
あ
り
な
が

ら
、
有
力
外
様
大
名
と
同
じ
く
大
広
間
詰
、
従

四
位
下
の
家
格
を
持
ち
三
名
の
尾
張
藩
主
を
輩

出
し
た
。
尾
張
藩
主
が
一
般
の
大
名
と
同
じ
く

参
勤
交
代
を
行
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
高
須
藩

主
は
江
戸
で
の
生
活
が
中
心
で
あ
り
、
高
須
へ

の
国
入
り
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
そ
の
た

め
、
高
須
藩
は
参
勤
交
代
を
行
わ
ず
、
江
戸
に

留
ま
る
「
定
府
」
の
藩
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
全
国
の
大
名
を
紹

介
し
た
武
鑑
に
は
高
須
藩
は
丑
卯

巳
未
酉
亥
の
年
に
参
勤
し
、
子
寅

辰
午
申
戌
の
年
に
暇
を
賜
り
そ
の

時
期
は
四
月
、
御
暇
時
に
は
「
御

馬
一
匹
」
を
賜
る
と
記
さ
れ
て
い

る
。
定
府
の
大
名
は
「
御
定
府
」

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
高
須
藩
に

は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
文

政
四
（
一
八
二
一
）
年
に
は
各
大

名
の
参
勤
交
代
の
通
行
路
が
決
め

ら
れ
、
高
須
藩
は
中
山
道
の
利
用

が
原
則
と
な
っ
た
。
そ
こ
に
も

「
定
府
」
と
は
記
さ
れ
て
い
な

い
。
つ
ま
り
、
高
須
藩
は
厳
密
に

は
「
定
府
」
と
い
う
類
の
大
名
で

は
な
い
。
な
お
、
同
じ
御
三
家
の

連
枝
、
紀
州
藩
の
連
枝
伊
予
西
条

藩
、
水
戸
藩
の
連
枝
守
山
、
府

中
、
宍
戸
藩
は
「
定
府
」
で
、
十

二
万
石
の
高
松
藩
は
参
勤
交
代
を

行
っ
て
い
る
。

　
既
に
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
高
須
藩
の
参
勤

交
代
の
回
数
は
著
し
く
少
な
い
。
左
表
は
「
高

藩
紀
事
」
や
「
御
家
続
帳
」
（
『
海
津
町
史
』

史
料
編
三
）
、
街
道
に
残
る
諸
史
料
か
ら
高
須

松
平
家
の
参
勤
交
代
を
一
覧
化
し
た
も
の
で
あ

る
（
も
ち
ろ
ん
、
高
須
藩
の
参
勤
交
代
に
関
し

て
は
『
海
津
町
史
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
）
。

高
須
藩
の
参
勤
交
代
は
義
行
入
封
以
来
十
六
回

し
か
な
い
。
初
代
義
行
は
元
禄
十
五
（
一
七
〇

二
）
年
に
初
め
て
高
須
に
入
り
、
翌
年
江
戸
に

参
勤
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
高
藩
紀
事
」
に

は
「
度
々
御
上
下
ア
リ
シ
由
ナ
レ
共
、
年
月
詳

は
な
く
、
国
入
り
が
少
な
く
「
定
府
同
様
」
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
高
須
藩

の
参
勤
交
代
は
そ
の
水
戸
藩
よ
り
も
少
な
く
、

高
須
藩
は
「
定
府
」
大
名
と
い
っ
て
も
違
和
感

は
な
い
が
、
初
代
義
行
や
二
代
義
孝
は
何
度
か

国
入
り
を
し
た
形
跡
も
あ
る
。
三
代
以
降
の
藩

主
の
国
入
り
が
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
六
代
義
裕

は
寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年
～
七
（
一
七
九
五
）

年
ま
で
隔
年
で
参
勤
交
代
を
行
っ
て
い
た
。
さ

ら
に
、
義
建
は
「
入
部
一
条
密
書
」
で
「
御
暇

被
下
候
身
分
」
と
記
し
て
い
る
。
高
須
藩
は
藩

が
抱
え
る
財
政
的
問
題
や
水
郷
地
帯
と
い
う
地

理
的
問
題
か
ら
国
入
り
が
で
き
ず
、
「
定
府
」

で
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
定
府
」
に
近
い
存

在
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
っ
た
方
が
適
切
か

も
し
れ
な
い
。

松
平
義
建
の
国
入
り

　
天
保
十
二
（
一
八
四
一
）
年
に
な
り
、
よ
う

や
く
国
入
り
の
目
途
が
立
ち
、
天
保
十
四
（
一

八
四
三
）
年
六
月
、
義
建
は
念
願
の
国
入
り
を

果
た
し
て
い
る
。
寛
政
六
（
一
七
九
四
）
年
の

義
裕
の
国
入
り
以
来
四
十
九
年
ぶ
り
の
国
入
り

で
あ
っ
た
。
義
建
は
そ
の
道
中
で
の
様
子
を

「
夏
の
旅
跡
」
（
海
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
寄
託
）

と
題
す
る
紀
行
文
に
し
て
い
る
。
行
程
は
十
七

泊
十
八
日
で
、
途
中
日
光
に
参
詣
し
て
い
る
。

　
「
夏
の
旅
跡
」
は
道
中
や
宿
場
で
の
風
景
な

ど
が
記
さ
れ
、
当
時
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で

き
て
興
味
深
い
史
料
で
あ
る
。
五
月
二
十
八
日

に
江
戸
を
出
立
し
た
後
、
中
山
道
を
通
り
、
鴻

巣
か
ら
忍
を
経
て
、
日
光
に
入
っ
た
。
参
詣
を

終
え
た
後
、
例
弊
使
道
を
通
り
倉
賀
野
宿
で
中

山
道
に
合
流
し
、
美
濃
に
向
か
っ
た
。
途
中
、

雨
に
降
ら
れ
な
が
ら
も
順
調
な
行
程
で
旅
を
続

け
加
納
宿
に
到
着
し
た
。
そ
の
後
、
加
納
か
ら

南
下
し
、
高
須
に
入
っ
て
い
る
。
こ
の
国
入
り

の
特
色
は
船
で
木
曽
川
を
下
っ
た
と
い
う
点
に

あ
る
。
六
月
十
四
日
、
美
濃
国
円
城
寺
の
野
垣

源
兵
衛
宅
に
入
り
、
笠
松
郡
代
の
役
人
等
か
ら

出
迎
え
を
受
け
た
後
、
木
曽
川
を
下
っ
て
い

る
。
船
に
は
葵
の
紋
の
吹
貫
や
吹
き
流
し
を
連

ね
、
供
の
船
も
多
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
船

頭
た
ち
が
舟
歌
を
歌
っ
た
と
い
う
。

　
大
名
行
列
は
街
道
の
風
物
詩
で
、
大
名
に

よ
っ
て
行
列
数
や
槍
の
種
類
等
、
構
成
が
異
な

る
。
大
名
行
列
が
来
る
と
分
か
る
と
周
辺
の

人
々
が
見
学
に
訪
れ
た
。
義
建
の
よ
う
に
木
曽

川
を
下
る
船
団
は
め
っ
た
に
見
ら
れ
る
も
の
で

は
な
い
。
そ
の
た
め
、
尾
張
美
濃
側
両
岸
か
ら

人
々
が
見
物
に
集
ま
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
約
五
里
程
川
下
り
を
し
た
後
、
美
濃
国
秋

江
に
上
陸
し
、
高
須
入
り
し
て
い
る
。

　
高
須
の
館
か
ら
美
濃
の
山
々
や
川
、
田
畑
が

見
え
る
景
色
に
感
激
し
、
国
入
り
し
た
藩
主
義

行
、
義
孝
、
義
裕
に
並
び
四
人
目
と
な
っ
た
こ

と
が
嬉
し
か
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
翌
年
、
東

海
道
を
利
用
し
、
途
中
鎌
倉
や
江
の
島
を
見
物

し
て
江
戸
に
戻
っ
た
。

　
三
年
後
の
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
四
月
に

は
「
領
民
撫
育
」
と
し
て
再
度
、
高
須
入
り
し

て
い
る
。
本
来
は
一
年
後
の
四
月
に
江
戸
に
参

勤
し
な
く
て
は
い
け
な
い
が
、
十
一
月
に
「
来

秋
迄
も
御
在
邑
ニ
而
勧
農
筋
御
世
話
被
成
度

旨
」
（
「
高
藩
紀
事
」
）
と
し
て
参
勤
の
延
期
を

願
い
出
て
い
る
。
在
国
中
に
領
内
や
周
辺
の
巡

見
に
出
て
お
り
、
一
月
に
は
木
曽
川
左
岸
の
尾

張
国
小
信
中
島
を
見
て
回
っ
た
よ
う
で
、
治
水

神
を
祀
る
堤
治
神
社
を
参
詣
し
、
後
日
、
染
書

を
寄
進
し
て
い
る
。
堤
治
神
社
に
は
そ
の
書
を

も
と
に
作
成
さ
れ
た
扁
額
が
残
り
、
市
指
定
文

化
財
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
そ
の
後
に
は
小
信
中
島
村
の
名
家
吉

田
家
に
御
成
し
て
い
る
。
義
建
か
ら
自
作
の
茶

碗
等
様
々
な
も
の
を
拝
領
し
て
い
る
（
「
吉
田

歳
代
記
」
『
尾
西
市
史
』
資
料
編
六
）
。
九
月

十
四
日
、
義
建
は
高
須
を
出
発
し
、
二
十
五
日

に
江
戸
に
到
着
し
た
。
二
年
後
の
嘉
永
三
（
一

八
五
〇
）
年
に
隠
居
し
て
い
る
。

　
中
山
道
に
は
高
須
藩
主
の
通
行
記
録
が
何
点

か
残
さ
れ
て
い
る
。
紙
面
の
制
約
か
ら
具
体
的

考
察
は
控
え
る
が
、
今
後
は
そ
れ
ら
の
史
料
を

検
討
し
て
連
枝
高
須
藩
の
参
勤
交
代
の
特
色
を

明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

　
本
文
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
海
津
市
歴
史
民

俗
資
料
館
の
水
谷
容
子
氏
に
資
料
閲
覧
で
ご
配

慮
を
賜
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
尾
張
徳
川
家
の
連
枝
高
須
藩
の
歴
代
藩
主
の
多
く
は

江
戸
に
留
ま
り
、
国
入
り
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
「
定
府
」
と
は
扱
わ
れ
て
お
ら
ず
、
何
人

か
の
藩
主
は
国
入
り
を
し
て
お
り
、
特
に
十
代
藩
主
松

平
義
建
は
「
国
民
撫
育
」
の
た
め
、
国
入
り
を
渇
望
す

る
程
で
あ
っ
た
。
在
任
中
、
二
度
国
入
り
し
て
お
り
、

在
国
中
は
領
内
外
を
巡
見
し
て
い
た
。

お国は海抜ゼロメートル地帯
高須松平家の国入り
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た
の
は
六
代
義
裕
、
十
代
義
建
、
そ
し
て
、
文
久

の
参
勤
交
代
緩
和
で
国
入
り
し
た
義
勇
で
あ
る
。

　
次
に
そ
の
数
少
な
い
高
須
藩
の
参
勤
交
代
に

つ
い
て
天
保
十
四
（
一
八
四
三
）
年
の
松
平
義

建
の
国
入
り
を
事
例
に
み
て
い
き
た
い
。

松
平
義
建
の
国
入
り
「
渇
望
」

　
松
平
義
建
は
寛
政
十
一
（
一
七
九
九
）
年
六

代
水
戸
藩
主
徳
川
治
保
の
次
男
義
和
の
子
と
し

て
江
戸
水
戸
藩
邸
で
生
ま
れ
た
。
義
和
が
高
須

藩
主
に
な
っ
た
後
、
兄
が
病
死
し
た
こ
と
で
、

世
嗣
と
し
て
四
谷
高
須
藩
邸
に
移
っ
た
。
幕
末

政
治
に
深
く
関
わ
る
徳
川
慶
勝
、
茂
徳
（
尾
張

藩
主
）
、
松
平
容
保
（
会
津
藩
主
）
、
松
平
定

敬
（
桑
名
藩
主
）
、
所
謂
高
須
四
兄
弟
の
父
で

知
ら
れ
る
人
物
で
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
、

十
代
藩
主
と
な
っ
た
。

　
義
建
は
天
保
五
（
一
八
三
四
）
年
に
は
国
入

り
の
意
図
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
一
連

の
経
緯
は
「
入
部
一
条
密
書
」
（
『
海

津
町
史
』
史
料
編
一
）
に
記
さ
れ
て

い
る
。
義
建
が
国
入
り
に
こ
だ
わ
っ

た
の
は
「
領
邑
一
見
ニ
も
不
及
遠
察

而
巳
ニ
而
撫
育
方
心
掛
候
と
も
実
用

之
所
ニ
ハ
不
可
至
」
と
い
う
意
識
か

ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
現
場
を
見
ず

に
、
遠
方
か
ら
指
示
す
る
だ
け
で
は

領
国
統
治
は
で
き
な
い
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
義
建
が
国
入
り
を
し
た
い

と
い
う
意
識
を
有
す
る
に
至
っ
た
の

か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
前
年
の
天

保
四
（
一
八
三
三
）
年
に
義
弟
の
水

戸
藩
主
徳
川
斉
昭
が
初
国
入
り
す
る

ナ
ラ
ス
」
と
あ
り
、
正
徳
五
（
一
七
一
五
）
年

に
隠
居
す
る
ま
で
在
任
中
は
何
度
か
高
須
に

入
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

　
二
代
義
孝
は
享
保
三
（
一
七
一
八
）
年
に
初

め
て
高
須
入
り
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
高
藩

紀
事
」
に
は
享
保
十
（
一
七
二
五
）
年
か
ら
十
六

（
一
七
三
一
）
年
ま
で
江
戸
・
高
須
間
を
二
往

復
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の

享
保
十
（
一
七
二
五
）
年
か
ら
の
四
回
の
旅
は

「
御
家
続
帳
」
に
は
見
ら
れ
な
い
。
高
須
藩
側

の
基
本
史
料
で
あ
る
「
高
藩
紀
事
」
や
「
御
家

続
帳
」
は
江
戸
後
期
か
ら
明
治
に
編
纂
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
義
孝
の
参
勤
交
代
日
時
に
つ
い

て
は
一
致
し
て
い
な
い
。
既
に
江
戸
後
期
の
段

階
で
義
行
や
義
孝
の
国
入
り
の
日
時
に
つ
い
て

は
定
か
で
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
、

道
中
に
残
る
本
陣
宿
帳
の
類
か
ら
通
行
を
明
ら

か
に
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
元
禄
・
享
保
の
頃

の
宿
場
史
料
は
極
め
て
少
な
く
、
通
行
を
確
認

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
後
、
国
入
り
し

な
ど
、
義
建
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
と
も

思
え
る
。

　
高
須
藩
の
財
政
は
宗
家
で
あ
る
尾
張
藩
に
大

き
く
依
存
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
国
入
り
に

は
尾
張
藩
の
援
助
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
義
建

以
前
に
入
国
を
し
た
義
裕
は
尾
張
藩
か
ら
か
な

り
の
援
助
を
得
て
い
た
と
い
う
。
義
建
は
附
家

老
の
成
瀬
氏
に
「
久
々
入
部
も
無
之
、
土
地
も

及
衰
微
、
国
民
撫
育
之
為
」
と
説
明
し
、
天
保

六
（
一
八
三
五
）
年
に
国
入
り
し
た
い
と
し

て
、
拝
借
金
を
申
し
出
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同

じ
御
三
家
の
紀
州
藩
連
枝
で
あ
る
伊
予
西
条
藩

松
平
左
京
大
夫
（
頼
学
）
が
御
暇
を
願
い
出
た

と
い
う
知
ら
せ
も
、
義
建
を
刺
激
し
た
。
義
建

は
頼
学
よ
り
早
く
暇
願
を
出
し
た
い
と
成
瀬
に

相
談
し
て
い
る
が
、
そ
の
願
は
叶
わ
な
か
っ
た
。

な
お
、
頼
学
は
翌
天
保
六
（
一
八
三
五
）
年
に

享
保
十
四
（
一
七
二
九
）
年
以
来
、
一
〇
六
年

ぶ
り
と
な
る
国
入
り
を
果
た
し
て
い
る
。
美
濃

路
起
宿
の
船
庄
屋
林
家
の
記
録
に
は
頼
学
が
三

月
に
起
川
（
木
曽
川
）
を
渡
河
し
た
記
録
が
残

る
。
義
建
は
天
保
六
（
一
八
三
五
）
年
に
も
「
入

部
之
儀
ハ
渇
望
」
と
し
て
成
瀬
氏
に
国
入
り
を

願
い
出
て
い
る
。
拝
借
金
は
千
両
と
昨
年
よ
り

減
額
し
た
結
果
、
国
入
り
は
聞
き
届
け
ら
れ
る

か
に
見
え
た
が
、
四
月
に
美
濃
で
大
雨
が
降

り
、
万
寿
新
田
の
大
洪
水
（
万
寿
騒
動
）
が
発

生
し
た
こ
と
で
国
入
り
は
叶
わ
な
か
っ
た
。
そ

の
後
も
領
内
で
度
々
洪
水
が
発
生
し
た
こ
と
に

よ
り
国
入
り
が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
「
入
部
一
条
密
書
」
か
ら
は
早
く
高
須
に

入
り
た
い
と
い
う
義
建
の
意
識
が
強
く
感
じ
ら

れ
る
が
、
費
用
の
問
題
、
高
須
が
水
郷
地
帯
に

位
置
す
る
と
い
う
地
理
的
な
要
因
か
ら
国
入
り

は
実
現
し
な
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
定
府
」
大
名
の
象
徴
的
藩
と

し
て
御
三
家
の
水
戸
藩
が
あ
る
。
確
か
に
水
戸

藩
主
の
多
く
が
江
戸
に
在
府
し
、
国
入
り
は
少

な
い
。
し
か
し
、
水
戸
藩
も
「
定
府
」
と
は
扱

わ
れ
て
お
ら
ず
、
水
戸
藩
政
史
を
研
究
す
る
永

井
博
氏
は
水
戸
藩
主
も
隔
年
で
は
な
い
も
の

の
、
歴
代
藩
主
の
多
く
が
何
度
か
水
戸
入
り
し

て
い
た
こ
と
や
、
水
戸
藩
が
参
勤
交
代
を
願
い

出
て
い
た
こ
と
か
ら
、
水
戸
藩
は
「
定
府
」
で

は
な
く
、
国
入
り
が
少
な
く
「
定
府
同
様
」
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
高
須
藩

の
参
勤
交
代
は
そ
の
水
戸
藩
よ
り
も
少
な
く
、

高
須
藩
は
「
定
府
」
大
名
と
い
っ
て
も
違
和
感

は
な
い
が
、
初
代
義
行
や
二
代
義
孝
は
何
度
か

国
入
り
を
し
た
形
跡
も
あ
る
。
三
代
以
降
の
藩

主
の
国
入
り
が
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
六
代
義
裕

は
寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年
～
七
（
一
七
九
五
）

年
ま
で
隔
年
で
参
勤
交
代
を
行
っ
て
い
た
。
さ

ら
に
、
義
建
は
「
入
部
一
条
密
書
」
で
「
御
暇

被
下
候
身
分
」
と
記
し
て
い
る
。
高
須
藩
は
藩

が
抱
え
る
財
政
的
問
題
や
水
郷
地
帯
と
い
う
地

理
的
問
題
か
ら
国
入
り
が
で
き
ず
、
「
定
府
」

で
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
定
府
」
に
近
い
存

在
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
っ
た
方
が
適
切
か

も
し
れ
な
い
。

松
平
義
建
の
国
入
り

　
天
保
十
二
（
一
八
四
一
）
年
に
な
り
、
よ
う

や
く
国
入
り
の
目
途
が
立
ち
、
天
保
十
四
（
一

八
四
三
）
年
六
月
、
義
建
は
念
願
の
国
入
り
を

果
た
し
て
い
る
。
寛
政
六
（
一
七
九
四
）
年
の

義
裕
の
国
入
り
以
来
四
十
九
年
ぶ
り
の
国
入
り

で
あ
っ
た
。
義
建
は
そ
の
道
中
で
の
様
子
を

「
夏
の
旅
跡
」
（
海
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
寄
託
）

と
題
す
る
紀
行
文
に
し
て
い
る
。
行
程
は
十
七

泊
十
八
日
で
、
途
中
日
光
に
参
詣
し
て
い
る
。

　
「
夏
の
旅
跡
」
は
道
中
や
宿
場
で
の
風
景
な

ど
が
記
さ
れ
、
当
時
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で

き
て
興
味
深
い
史
料
で
あ
る
。
五
月
二
十
八
日

に
江
戸
を
出
立
し
た
後
、
中
山
道
を
通
り
、
鴻

巣
か
ら
忍
を
経
て
、
日
光
に
入
っ
た
。
参
詣
を

終
え
た
後
、
例
弊
使
道
を
通
り
倉
賀
野
宿
で
中

山
道
に
合
流
し
、
美
濃
に
向
か
っ
た
。
途
中
、

雨
に
降
ら
れ
な
が
ら
も
順
調
な
行
程
で
旅
を
続

け
加
納
宿
に
到
着
し
た
。
そ
の
後
、
加
納
か
ら

南
下
し
、
高
須
に
入
っ
て
い
る
。
こ
の
国
入
り

の
特
色
は
船
で
木
曽
川
を
下
っ
た
と
い
う
点
に

あ
る
。
六
月
十
四
日
、
美
濃
国
円
城
寺
の
野
垣

源
兵
衛
宅
に
入
り
、
笠
松
郡
代
の
役
人
等
か
ら

出
迎
え
を
受
け
た
後
、
木
曽
川
を
下
っ
て
い

る
。
船
に
は
葵
の
紋
の
吹
貫
や
吹
き
流
し
を
連

ね
、
供
の
船
も
多
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
船

頭
た
ち
が
舟
歌
を
歌
っ
た
と
い
う
。

　
大
名
行
列
は
街
道
の
風
物
詩
で
、
大
名
に

よ
っ
て
行
列
数
や
槍
の
種
類
等
、
構
成
が
異
な

る
。
大
名
行
列
が
来
る
と
分
か
る
と
周
辺
の

人
々
が
見
学
に
訪
れ
た
。
義
建
の
よ
う
に
木
曽

川
を
下
る
船
団
は
め
っ
た
に
見
ら
れ
る
も
の
で

は
な
い
。
そ
の
た
め
、
尾
張
美
濃
側
両
岸
か
ら

人
々
が
見
物
に
集
ま
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
約
五
里
程
川
下
り
を
し
た
後
、
美
濃
国
秋

江
に
上
陸
し
、
高
須
入
り
し
て
い
る
。

　
高
須
の
館
か
ら
美
濃
の
山
々
や
川
、
田
畑
が

見
え
る
景
色
に
感
激
し
、
国
入
り
し
た
藩
主
義

行
、
義
孝
、
義
裕
に
並
び
四
人
目
と
な
っ
た
こ

と
が
嬉
し
か
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
翌
年
、
東

海
道
を
利
用
し
、
途
中
鎌
倉
や
江
の
島
を
見
物

し
て
江
戸
に
戻
っ
た
。

　
三
年
後
の
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
四
月
に

は
「
領
民
撫
育
」
と
し
て
再
度
、
高
須
入
り
し

て
い
る
。
本
来
は
一
年
後
の
四
月
に
江
戸
に
参

勤
し
な
く
て
は
い
け
な
い
が
、
十
一
月
に
「
来

秋
迄
も
御
在
邑
ニ
而
勧
農
筋
御
世
話
被
成
度

旨
」
（
「
高
藩
紀
事
」
）
と
し
て
参
勤
の
延
期
を

願
い
出
て
い
る
。
在
国
中
に
領
内
や
周
辺
の
巡

見
に
出
て
お
り
、
一
月
に
は
木
曽
川
左
岸
の
尾

張
国
小
信
中
島
を
見
て
回
っ
た
よ
う
で
、
治
水

神
を
祀
る
堤
治
神
社
を
参
詣
し
、
後
日
、
染
書

を
寄
進
し
て
い
る
。
堤
治
神
社
に
は
そ
の
書
を

も
と
に
作
成
さ
れ
た
扁
額
が
残
り
、
市
指
定
文

化
財
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
そ
の
後
に
は
小
信
中
島
村
の
名
家
吉

田
家
に
御
成
し
て
い
る
。
義
建
か
ら
自
作
の
茶

碗
等
様
々
な
も
の
を
拝
領
し
て
い
る
（
「
吉
田

歳
代
記
」
『
尾
西
市
史
』
資
料
編
六
）
。
九
月

十
四
日
、
義
建
は
高
須
を
出
発
し
、
二
十
五
日

に
江
戸
に
到
着
し
た
。
二
年
後
の
嘉
永
三
（
一

八
五
〇
）
年
に
隠
居
し
て
い
る
。

　
中
山
道
に
は
高
須
藩
主
の
通
行
記
録
が
何
点

か
残
さ
れ
て
い
る
。
紙
面
の
制
約
か
ら
具
体
的

考
察
は
控
え
る
が
、
今
後
は
そ
れ
ら
の
史
料
を

検
討
し
て
連
枝
高
須
藩
の
参
勤
交
代
の
特
色
を

明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

　
本
文
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
海
津
市
歴
史
民

俗
資
料
館
の
水
谷
容
子
氏
に
資
料
閲
覧
で
ご
配

慮
を
賜
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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た
の
は
六
代
義
裕
、
十
代
義
建
、
そ
し
て
、
文
久

の
参
勤
交
代
緩
和
で
国
入
り
し
た
義
勇
で
あ
る
。

　
次
に
そ
の
数
少
な
い
高
須
藩
の
参
勤
交
代
に

つ
い
て
天
保
十
四
（
一
八
四
三
）
年
の
松
平
義

建
の
国
入
り
を
事
例
に
み
て
い
き
た
い
。

松
平
義
建
の
国
入
り
「
渇
望
」

　
松
平
義
建
は
寛
政
十
一
（
一
七
九
九
）
年
六

代
水
戸
藩
主
徳
川
治
保
の
次
男
義
和
の
子
と
し

て
江
戸
水
戸
藩
邸
で
生
ま
れ
た
。
義
和
が
高
須

藩
主
に
な
っ
た
後
、
兄
が
病
死
し
た
こ
と
で
、

世
嗣
と
し
て
四
谷
高
須
藩
邸
に
移
っ
た
。
幕
末

政
治
に
深
く
関
わ
る
徳
川
慶
勝
、
茂
徳
（
尾
張

藩
主
）
、
松
平
容
保
（
会
津
藩
主
）
、
松
平
定

敬
（
桑
名
藩
主
）
、
所
謂
高
須
四
兄
弟
の
父
で

知
ら
れ
る
人
物
で
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
、

十
代
藩
主
と
な
っ
た
。

　
義
建
は
天
保
五
（
一
八
三
四
）
年
に
は
国
入

り
の
意
図
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
一
連

の
経
緯
は
「
入
部
一
条
密
書
」
（
『
海

津
町
史
』
史
料
編
一
）
に
記
さ
れ
て

い
る
。
義
建
が
国
入
り
に
こ
だ
わ
っ

た
の
は
「
領
邑
一
見
ニ
も
不
及
遠
察

而
巳
ニ
而
撫
育
方
心
掛
候
と
も
実
用

之
所
ニ
ハ
不
可
至
」
と
い
う
意
識
か

ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
現
場
を
見
ず

に
、
遠
方
か
ら
指
示
す
る
だ
け
で
は

領
国
統
治
は
で
き
な
い
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
義
建
が
国
入
り
を
し
た
い

と
い
う
意
識
を
有
す
る
に
至
っ
た
の

か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
前
年
の
天

保
四
（
一
八
三
三
）
年
に
義
弟
の
水

戸
藩
主
徳
川
斉
昭
が
初
国
入
り
す
る

ナ
ラ
ス
」
と
あ
り
、
正
徳
五
（
一
七
一
五
）
年

に
隠
居
す
る
ま
で
在
任
中
は
何
度
か
高
須
に

入
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

　
二
代
義
孝
は
享
保
三
（
一
七
一
八
）
年
に
初

め
て
高
須
入
り
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
高
藩

紀
事
」
に
は
享
保
十
（
一
七
二
五
）
年
か
ら
十
六

（
一
七
三
一
）
年
ま
で
江
戸
・
高
須
間
を
二
往

復
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の

享
保
十
（
一
七
二
五
）
年
か
ら
の
四
回
の
旅
は

「
御
家
続
帳
」
に
は
見
ら
れ
な
い
。
高
須
藩
側

の
基
本
史
料
で
あ
る
「
高
藩
紀
事
」
や
「
御
家

続
帳
」
は
江
戸
後
期
か
ら
明
治
に
編
纂
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
義
孝
の
参
勤
交
代
日
時
に
つ
い

て
は
一
致
し
て
い
な
い
。
既
に
江
戸
後
期
の
段

階
で
義
行
や
義
孝
の
国
入
り
の
日
時
に
つ
い
て

は
定
か
で
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
、

道
中
に
残
る
本
陣
宿
帳
の
類
か
ら
通
行
を
明
ら

か
に
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
元
禄
・
享
保
の
頃

の
宿
場
史
料
は
極
め
て
少
な
く
、
通
行
を
確
認

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
後
、
国
入
り
し

な
ど
、
義
建
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
と
も

思
え
る
。

　
高
須
藩
の
財
政
は
宗
家
で
あ
る
尾
張
藩
に
大

き
く
依
存
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
国
入
り
に

は
尾
張
藩
の
援
助
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
義
建

以
前
に
入
国
を
し
た
義
裕
は
尾
張
藩
か
ら
か
な

り
の
援
助
を
得
て
い
た
と
い
う
。
義
建
は
附
家

老
の
成
瀬
氏
に
「
久
々
入
部
も
無
之
、
土
地
も

及
衰
微
、
国
民
撫
育
之
為
」
と
説
明
し
、
天
保

六
（
一
八
三
五
）
年
に
国
入
り
し
た
い
と
し

て
、
拝
借
金
を
申
し
出
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同

じ
御
三
家
の
紀
州
藩
連
枝
で
あ
る
伊
予
西
条
藩

松
平
左
京
大
夫
（
頼
学
）
が
御
暇
を
願
い
出
た

と
い
う
知
ら
せ
も
、
義
建
を
刺
激
し
た
。
義
建

は
頼
学
よ
り
早
く
暇
願
を
出
し
た
い
と
成
瀬
に

相
談
し
て
い
る
が
、
そ
の
願
は
叶
わ
な
か
っ
た
。

な
お
、
頼
学
は
翌
天
保
六
（
一
八
三
五
）
年
に

享
保
十
四
（
一
七
二
九
）
年
以
来
、
一
〇
六
年

ぶ
り
と
な
る
国
入
り
を
果
た
し
て
い
る
。
美
濃

路
起
宿
の
船
庄
屋
林
家
の
記
録
に
は
頼
学
が
三

月
に
起
川
（
木
曽
川
）
を
渡
河
し
た
記
録
が
残

る
。
義
建
は
天
保
六
（
一
八
三
五
）
年
に
も
「
入

部
之
儀
ハ
渇
望
」
と
し
て
成
瀬
氏
に
国
入
り
を

願
い
出
て
い
る
。
拝
借
金
は
千
両
と
昨
年
よ
り

減
額
し
た
結
果
、
国
入
り
は
聞
き
届
け
ら
れ
る

か
に
見
え
た
が
、
四
月
に
美
濃
で
大
雨
が
降

り
、
万
寿
新
田
の
大
洪
水
（
万
寿
騒
動
）
が
発

生
し
た
こ
と
で
国
入
り
は
叶
わ
な
か
っ
た
。
そ

の
後
も
領
内
で
度
々
洪
水
が
発
生
し
た
こ
と
に

よ
り
国
入
り
が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
「
入
部
一
条
密
書
」
か
ら
は
早
く
高
須
に

入
り
た
い
と
い
う
義
建
の
意
識
が
強
く
感
じ
ら

れ
る
が
、
費
用
の
問
題
、
高
須
が
水
郷
地
帯
に

位
置
す
る
と
い
う
地
理
的
な
要
因
か
ら
国
入
り

は
実
現
し
な
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
定
府
」
大
名
の
象
徴
的
藩
と

し
て
御
三
家
の
水
戸
藩
が
あ
る
。
確
か
に
水
戸

藩
主
の
多
く
が
江
戸
に
在
府
し
、
国
入
り
は
少

な
い
。
し
か
し
、
水
戸
藩
も
「
定
府
」
と
は
扱

わ
れ
て
お
ら
ず
、
水
戸
藩
政
史
を
研
究
す
る
永

井
博
氏
は
水
戸
藩
主
も
隔
年
で
は
な
い
も
の

の
、
歴
代
藩
主
の
多
く
が
何
度
か
水
戸
入
り
し

て
い
た
こ
と
や
、
水
戸
藩
が
参
勤
交
代
を
願
い

出
て
い
た
こ
と
か
ら
、
水
戸
藩
は
「
定
府
」
で

は
な
く
、
国
入
り
が
少
な
く
「
定
府
同
様
」
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
高
須
藩

の
参
勤
交
代
は
そ
の
水
戸
藩
よ
り
も
少
な
く
、

高
須
藩
は
「
定
府
」
大
名
と
い
っ
て
も
違
和
感

は
な
い
が
、
初
代
義
行
や
二
代
義
孝
は
何
度
か

国
入
り
を
し
た
形
跡
も
あ
る
。
三
代
以
降
の
藩

主
の
国
入
り
が
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
六
代
義
裕

は
寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年
～
七
（
一
七
九
五
）

年
ま
で
隔
年
で
参
勤
交
代
を
行
っ
て
い
た
。
さ

ら
に
、
義
建
は
「
入
部
一
条
密
書
」
で
「
御
暇

被
下
候
身
分
」
と
記
し
て
い
る
。
高
須
藩
は
藩

が
抱
え
る
財
政
的
問
題
や
水
郷
地
帯
と
い
う
地

理
的
問
題
か
ら
国
入
り
が
で
き
ず
、
「
定
府
」

で
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
定
府
」
に
近
い
存

在
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
っ
た
方
が
適
切
か

も
し
れ
な
い
。

松
平
義
建
の
国
入
り

　
天
保
十
二
（
一
八
四
一
）
年
に
な
り
、
よ
う

や
く
国
入
り
の
目
途
が
立
ち
、
天
保
十
四
（
一

八
四
三
）
年
六
月
、
義
建
は
念
願
の
国
入
り
を

果
た
し
て
い
る
。
寛
政
六
（
一
七
九
四
）
年
の

義
裕
の
国
入
り
以
来
四
十
九
年
ぶ
り
の
国
入
り

で
あ
っ
た
。
義
建
は
そ
の
道
中
で
の
様
子
を

「
夏
の
旅
跡
」
（
海
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
寄
託
）

と
題
す
る
紀
行
文
に
し
て
い
る
。
行
程
は
十
七

泊
十
八
日
で
、
途
中
日
光
に
参
詣
し
て
い
る
。

　
「
夏
の
旅
跡
」
は
道
中
や
宿
場
で
の
風
景
な

ど
が
記
さ
れ
、
当
時
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で

き
て
興
味
深
い
史
料
で
あ
る
。
五
月
二
十
八
日

に
江
戸
を
出
立
し
た
後
、
中
山
道
を
通
り
、
鴻

巣
か
ら
忍
を
経
て
、
日
光
に
入
っ
た
。
参
詣
を

終
え
た
後
、
例
弊
使
道
を
通
り
倉
賀
野
宿
で
中

山
道
に
合
流
し
、
美
濃
に
向
か
っ
た
。
途
中
、

雨
に
降
ら
れ
な
が
ら
も
順
調
な
行
程
で
旅
を
続

け
加
納
宿
に
到
着
し
た
。
そ
の
後
、
加
納
か
ら

南
下
し
、
高
須
に
入
っ
て
い
る
。
こ
の
国
入
り

の
特
色
は
船
で
木
曽
川
を
下
っ
た
と
い
う
点
に

あ
る
。
六
月
十
四
日
、
美
濃
国
円
城
寺
の
野
垣

源
兵
衛
宅
に
入
り
、
笠
松
郡
代
の
役
人
等
か
ら

出
迎
え
を
受
け
た
後
、
木
曽
川
を
下
っ
て
い

る
。
船
に
は
葵
の
紋
の
吹
貫
や
吹
き
流
し
を
連

ね
、
供
の
船
も
多
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
船

頭
た
ち
が
舟
歌
を
歌
っ
た
と
い
う
。

　
大
名
行
列
は
街
道
の
風
物
詩
で
、
大
名
に

よ
っ
て
行
列
数
や
槍
の
種
類
等
、
構
成
が
異
な

る
。
大
名
行
列
が
来
る
と
分
か
る
と
周
辺
の

人
々
が
見
学
に
訪
れ
た
。
義
建
の
よ
う
に
木
曽

川
を
下
る
船
団
は
め
っ
た
に
見
ら
れ
る
も
の
で

は
な
い
。
そ
の
た
め
、
尾
張
美
濃
側
両
岸
か
ら

人
々
が
見
物
に
集
ま
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
約
五
里
程
川
下
り
を
し
た
後
、
美
濃
国
秋

江
に
上
陸
し
、
高
須
入
り
し
て
い
る
。

　
高
須
の
館
か
ら
美
濃
の
山
々
や
川
、
田
畑
が

見
え
る
景
色
に
感
激
し
、
国
入
り
し
た
藩
主
義

行
、
義
孝
、
義
裕
に
並
び
四
人
目
と
な
っ
た
こ

と
が
嬉
し
か
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
翌
年
、
東

海
道
を
利
用
し
、
途
中
鎌
倉
や
江
の
島
を
見
物

し
て
江
戸
に
戻
っ
た
。

　
三
年
後
の
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
四
月
に

は
「
領
民
撫
育
」
と
し
て
再
度
、
高
須
入
り
し

て
い
る
。
本
来
は
一
年
後
の
四
月
に
江
戸
に
参

勤
し
な
く
て
は
い
け
な
い
が
、
十
一
月
に
「
来

秋
迄
も
御
在
邑
ニ
而
勧
農
筋
御
世
話
被
成
度

旨
」
（
「
高
藩
紀
事
」
）
と
し
て
参
勤
の
延
期
を

願
い
出
て
い
る
。
在
国
中
に
領
内
や
周
辺
の
巡

見
に
出
て
お
り
、
一
月
に
は
木
曽
川
左
岸
の
尾

張
国
小
信
中
島
を
見
て
回
っ
た
よ
う
で
、
治
水

神
を
祀
る
堤
治
神
社
を
参
詣
し
、
後
日
、
染
書

を
寄
進
し
て
い
る
。
堤
治
神
社
に
は
そ
の
書
を

も
と
に
作
成
さ
れ
た
扁
額
が
残
り
、
市
指
定
文

化
財
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
そ
の
後
に
は
小
信
中
島
村
の
名
家
吉

田
家
に
御
成
し
て
い
る
。
義
建
か
ら
自
作
の
茶

碗
等
様
々
な
も
の
を
拝
領
し
て
い
る
（
「
吉
田

歳
代
記
」
『
尾
西
市
史
』
資
料
編
六
）
。
九
月

十
四
日
、
義
建
は
高
須
を
出
発
し
、
二
十
五
日

に
江
戸
に
到
着
し
た
。
二
年
後
の
嘉
永
三
（
一

八
五
〇
）
年
に
隠
居
し
て
い
る
。

　
中
山
道
に
は
高
須
藩
主
の
通
行
記
録
が
何
点

か
残
さ
れ
て
い
る
。
紙
面
の
制
約
か
ら
具
体
的

考
察
は
控
え
る
が
、
今
後
は
そ
れ
ら
の
史
料
を

検
討
し
て
連
枝
高
須
藩
の
参
勤
交
代
の
特
色
を

明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

　
本
文
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
海
津
市
歴
史
民

俗
資
料
館
の
水
谷
容
子
氏
に
資
料
閲
覧
で
ご
配

慮
を
賜
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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Johannis de Rijke の日本語表示については、

かつては「ヨハネス・デ・レーケ」と呼ばれていましたが、

「ＫＩＳＳＯ」では、現在多く使われている「ヨハニス・デ・

レイケ」と表記しています。

表紙写真 

　『丸山ダム』
　昭和 29 年の春に完成した丸山ダムは、高さ
98.2 メートル、長さ 260 メートル、総貯水
量 7,952 万トンに達し、発電はもちろん、洪
水調節の役目も果たす多目的ダムです。
　四季の美しさは群を抜く素晴らしさで、春の
桜、初夏の新緑、秋の紅葉には沢山の観光客が
訪れます。

提供：八百津町役場タウンプロモーション室

　ＫＩＳＳＯは、創刊号からの全てが木

曽川下流河川事務所のホームページより

ダウンロードできます。

ＫＩＳＳＯのデザイン・レイア
ウトをリニューアルしました。

　101号から、多くの読者のみなさま

に、より親しみやすくなるよう、表紙の

デザインと記事のレイアウト構成を変更

しました。

　地域の治水・利水は、現在建設工事が

進む新丸山ダムの概要について紹介しま

した。

　歴史記録は、「中部地方の河川遺産」

の三回目として、愛西市にその一部が現

存する梶島猿尾（鼻毛猿尾）の歴史につ

いて掲載しました。

蛇
　
ヶ
　
谷
　
（

八
百
津
町
）

　
八
百
津
町
の
北
端
、
七
宗
村
と
隣
接
し
て

い
る
山
の
中
に
、
人
家
も
僅
か
し
か
な
い
小

さ
な
集
落
が
あ
り
ま
す
。
昔
、
と
て
も
雨
の

少
な
い
年
が
あ
り
、
畑
の
作
物
は
枯
死
寸
前

で
、
困
り
は
て
た
村
の
人
々
は
神
社
に
集
ま

り
、
雨
乞
い
を
行
い
ま
し
た
。
す
る
と
、「
明

日
一
日
、
ど
こ
の
家
で
も
洗
濯
を
し
な
け
れ

ば
、
雨
を
降
ら
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
」
と
い

う
神
様
の
お
告
げ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を

聞
い
た
人
々
は
、
「
な
ん
と
も
容
易
い
守
り

事
で
あ
ろ
う
か
」
と
互
い
に
喜
び
あ
っ
て
そ

れ
ぞ
れ
家
に
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
五
兵
衛
と
い
う
男
だ
け
は
、
用
事
が
あ
っ
た
の
で
、
寄
り
道
を
し
て
夜
遅

く
に
家
に
帰
り
ま
し
た
。
疲
れ
て
い
た
の
で
、
昼
間
の
雨
乞
い
の
こ
と
も
神
様
の
お
告

げ
の
こ
と
も
妻
に
話
さ
ず
、
そ
の
ま
ま
寝
て
し
ま
い
ま
し
た
。
翌
朝
、
目
を
覚
ま
し
た

五
兵
衛
の
耳
に
、
裏
の
井
戸
端
で
洗
濯
を
す
る
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
は
っ
と
気

が
つ
い
た
五
兵
衛
は
、
寝
床
か
ら
飛
び
出
し
て
井
戸
端
に
駆
け
つ
け
、
自
分
が
伝
え
忘

れ
た
こ
と
に
も
思
い
い
た
ら
ず
、
妻
を
叱
り
飛
ば
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
改
め
て
、
雨
乞
い
の
神
様
の
お
告
げ
の
話
を
聞
い
た
妻
は
、
夫
の
理
不
尽

を
恨
み
つ
つ
、
村
の
人
達
へ
顔
向
け
が
で
き
な
い
と
、
近
く
の
池
に
身
を
投
げ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
身
は
蛇
と
な
っ
て
雲
を
呼
ん
で
昇
天
し
、
大
雨
を
降
ら
せ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
れ
か
ら
こ
の
地
は
蛇
ヶ
谷
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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